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大 管長会 メ ッセ ー ジ

絶対的な真理

大 管 長 ス ペ ン サ ー ・W・ キ ン ボ ー ル

しばら く前になるが，教 えが信 じられない

というひとりの若者に手紙 を書いたことがあ

る。最近 ，その手紙 を書いた事 の大切 さを感

じているので，この機会にその内容 を皆さん

にお伝 えしたい と思 う。 自己の考え と闘って

いるその青年に，私は次のように書いた。

愛するジゴンへ，

あなたが福音の真理に反対 していることを，

私は非常に心配 しています。

あなたの意志 に反 してあなたを説得するこ

どはできません。それは私に もよ く分かって

墜 す・しかし誌 しあなた磯 つかの大切
な真理に耳 を傾け，注意 を向けて下 されば，

そして祈 りと，私の言葉が真実 であるか どう

か知 りたいとい う望 みを持 って聞いて下 され

ば，為なたのお役に立てると思 います。私は

仮にお手伝いができるとして も，あなたの考

えを無理 に変えさせ ようなどというつもりは

あ りませ ん。なぜなら， 自由意志は神の基本
ア　ド　 ゆ り 　　 　 　 バじ　ガ ら　　ヒ　コけ ムド 　コ ア　ぬ コ　　 　　に

的な.律法であゑ，「 人「 人力迫 分り選¢姿藁

血…を項区、らな.け二れ、は1な.ら、な隔力}ら.で：す。しかし
一方
，助 けを必要 としている入によい感化 を

与えるために各人がその本分 を尽 くさなけれ

ばならないことも確かです。

主 は， エノクにこの ように言っておられま

す。『見よ，これら汝の兄弟 らを，彼 らはわが
わざ

手に成れる工 な り。.われ彼 らを創 りし日に彼

らの知識を与え，エデ ンの園に於て人に彼の

自由意志 を与えた り。』(モ ーセ7：32)

私 は横 になって，長い間静かに考 えました。

また，ひ ざまずいて，何度 も心から祈 りまし

た。私が正 しいことをお伝えできるように，

そしてあなたが謙遜 な気持ちで私の言葉 を受
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け入れて下 さるように願っています。

人生におけるこの真実の道は，単 なる考 え

方の相違 です ませ られ るような問題ではあ り

ません。真理 には，絶対的な真理 と相対的な

真理 とがあ ります。どんな食事 をしたらよい

か という食事療法は，一生の うちに何度か変

わ ります。多くの科学上の発見も年々変わっ

ています。科学者たちは長年の間，地球 は太

陽から別 れてできた星雲状の溶解 した塊か ら

出来あがった ものであると教 えて きました。

ところが，後になって 多くの科学者は，ち り

の うず巻 きが固体化 した ものであ るとい う説

を唱えるようにな りました。地球の創造につ

いては このように幾つかの説があ ります。そ

れは，真理が発見 され るたびに，その真理に

合 うように学説が変 えられて きたからです。

このように相対的な真理 もあれば，昨 日も，

今 日も， 明日も，永遠に決 して変わることの

ない絶対的な真理 もあ ります。絶対的な真理

は，人間の考 えに よって変わるものではあり

ません。科学は，私 たちの自然界に対する理

解 を深めて くれます。そのために，一度認め

られた考えで も，新 しい真理 の発見 よって捨

てなければな らないことが起こってきます。

しかしこのような一見真理 と思えるものの中

には，何世紀にもわたって頑強に保持されて

きたもの もあ ります。真摯な科学の探究 も真

理の入 口に立ち止 まっている場合が 多いので

す。 ところが，啓示 された事実は，人の本性

とは何か，人生の 目的は何か を理解するため

の糸口となる絶対 的な真理 を私たちに教 えて

くれます。「

地球は丸い。40億 の民全貝が地球は平 らで

あると考 えているとしたら，彼 らは皆間違っ

ています。地球が丸い ということは絶対的な

真理だか らです。仮に全員が反論 を唱えたと

しても，地球は丸 いという真理 を変えること

はできません。重 さのある物体はそれだけで

空気中に浮 くことはで きません。手 を離せ ば

地面 に落下 して しまい ます。重力の法則は

絶対的な真理であ り，決 して変わることがあ

りませ ん。重要な法則が小さな法則を圧倒す

ることはあっても，真理は変わることがあり

ません。

私たちはこのような絶対的 な真理 を，.み た

まによって教 えられ、知 ることができます。

これ らの真理 は霊 の世界では 「独立」 したも

のであ り，経験 と理性 によって確認できると

蕊 ても・霊によって見 いダす猶要がわや9で

す。(教 義 と聖約93：30参 照)偉 大な予言者ヤ

コブは，「『みたま』は真実を話 して偽 りたも

うことがない。それ であるか ら，『みたま』は

現在の事 をあ りのままに示 し，未来の事 もま

人はただ頭で考えただけで，神や神

の道を見いだせるものではありませ

ん。自分が探究している王国を支配

している法則に従う必要があります。

な姦ρ.a圭 蓮臨薫 」：な もコ」(ヤ コブ4：13)

と教 えています。私たちは人生について，ま

た自分が何者 であるか とい うことについて学

ぶ必要があ ります。

私たちの天父なる神エロヒムは生 きておら

れます。 これは紛れ もない真理 です。仮にこ

の地球上の40億 の人間が天父なる神につ いて，

またその属性 と力につ いて無知であったとし

ても，現実に神は生 きておられるのです。地

上のすべての民が神の存在を否定 し，信 じな

い として も，神は実在 してお られ ます。人が

たとえどのような異なる意見 を述べ ようとも，

神は生 きてお られ，その姿，力，属性が人々

の考えに よって変わることはあ りません。人

人の考 えそれ 自体には絶対的な真理 を左右す

る力はないのです5神 は生 きてお られます。

そしてイエス ・キ リス トは神の御子であり，

全能の神，創造主，人生における唯一まこと
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の道であるイエス ・キ リス トの福音 の主(ぬ

し)で あられ ます。学識のある人々はもっと

もらしい説明 をつけてキ リス トの存在 を否定

し，不信仰な人々はキ リス トをあ ざけ るか も

知れません。 しか し，キ リス トは今 も生 きて，

御 自分の民の行 く末を見守ってお られ るので

す。これは厳然たる真理 であ り，だれ も否定

するこ とはで きません。

スイスのある時計屋が手製の材料 を使 って

作 った時計が， カリフォルニアの砂漠で発見

されたとします。その時計 を見た人々は，ス

イスとい う国に行ったこ ともなければ， その

時計屋に会ったことも，時計が作 られるのを

見たこともあ りません。けれども，人々がそ

れを知 っていようが いまいが，その時計屋が

存在 したことは事実です。時計に口があって，

「時計屋なんていないよ」 と言ったとして も
，

事実を変えることはで きません。

人々が本当に謙遜になったら，入は真理 を

発見す ることはできて も，真理を創 ることけ

できない とい うこ とが分かるでしょう。

神々は，御 自身が支配 し管理 しておられた

物質でこの地球 を組織されました。これは確

かな真理 です。多 くの知識ある人々は， 自分

の考 えで，地球 は偶然に誕生 したものである

と断定す るか も知れ ませんが，.しか し真理は

真理 です。時計が時計屋の手で作 られた よう

に，この地球は神々により創造 されたのです。

世の人々の考え もこの真理 を変えることはで

きません。

神は人を造 り，生命 を与 えて，.地上に置か

れ ました。これは事実です。だれ もこの事実

を誤 りであると反証す ることはできません。

頭脳明晰な人々が幾人集 まってほかの考 えを

唱えよっとも，神が 人を造 り，生命 を与 えて，

地上に置かれたという事実は変わ りません。

キ リス トは御父の子供たちのために備えをし

た後，人生の計画を立てて下 さいました。こ

の完全な計画により，人は 目的 を達成 し， 自

己を克服 して完全な者 となることができるの

です。このきわめて大切な真理は，人の考 え
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に よるものではあ りません。仮に人の考 えだ

とした ら，その考 えには優劣 をつけることが

できるでしょう。 しか し，私は 自分の考え と

してこれ らのことを申 し上げているのではあ

りませ ん。今お伝 えしているのは，絶対的な

神の真理 なのです。

いつの 日か あなたにもわか る時が来 るでし

ょう。その時あなたは，長 い間引き延ば し，

時間 を無駄に過ごした自分 を責め ることでし

ょう。これは万が一 といったような仮定の問

題 ではありませ ん。必ずその時はや って くる

のです。

ある分.野で経験があるか ら別の分野で もわ

けな くその道の専門家になれるか というと，

そうではあ りません。宗教に関して言えば，

専門的知 識はその人の義 しさ，啓示か らもた

らされます。主は，予言者 ジョセブ ・ス ミス

に，「あら痩 ゑ真理蛙，_硬 の1置蓋泌2し 範囲

に於 て独立」(教 義 と聖約93：30)し ていると

教えられ ました。地球の構造について多 くの

真理 を発見 した地質学者 でも，家族の永遠性

につ いて神が私たちに与 えてお られ る真理に

は気がつかないか も知れません。

人はただ頭 で考えただけで，神や神の道を

見いだせ るものではあ りません。自分が探究

している王国を支配 している法則に従 う必要

が あ ります。この こ とだけ で もはっきりと

理解 いただけ る とした ら，確 か な土台 を築

くことができた と言えるでしょう。鉛管工に

なろうと思えば，その仕事 に関連のある法則

を研究す る必要があります。圧 力や ひずみ，

変形，パ イプが凍 る温度，蒸気や熱湯 を調節

する原愚 膨張率，収縮などについて知 らな

ければな りませ ん。 ところで，鉛管に関す る

知識が豊富にあって も，子供の教育や人々と

の交際ではまった く駄 目だというこ とがある

かも知れ ません。 また簿記には詳 しいが，電

気のことはさっぱ り分か らないとい うこ とも

あれば，食料品の売買には通 じているが，橋

を架 ける知識は皆無だ ということもあるで し

ょう。



水素爆弾に関しては権威者であって も，銀

行業務には無知の こともあるでしょうし，名

の知れた神学者であ りながら，その上時計の

製造 も上手にできるという人はいないで しょ

う。また，相対性理論 を唱えた人で も，すべ

ての法則 ・原理 を創 られた創造主につ いては

無知であったか も知れませ ん。繰 り返 します

が，これは単なる考え方の問題ではあ りませ

ん。絶対的な真理 です。 これはすべての人に

当てはまる真理です。

聡明な人ならば自分 の希望する学問をする

こ とができると思 います。深 い思索 と努力さ

えすれば， どの分野であっても知識 を得 るこ

とがで きます。高等学校の卒業証 書を手にす

るためには小学校 に入学 してか ら12年 かか り，

大学の卒業学位 を得 るには普通さ らに4年 を

要 します。立派な医師になるにはそれか らま

だ25年 近 くもかかるのです。それなのに，法

則に従 って実際に生活 してみな くて，..どうし

て もっと深遠 な霊性 を身に付 けられるとい う

のでしょうか。あなたは，神 の律法のひとつ

も守ってお らずに，宗教対談を行 なっている

人 を見かけたことがあると思います。神の律

法に従お うともせ ずに，世の人々に対 して人

生 を説 こうとしているのです。何 と愚かしい

ことでしょうか。

に もかかわ らず，資本家や政治家，大学教

授，ギャンブルクラブの所有者 といった人々

の中には， 自分がある分野で人より優れてい

ることで， まるで何でも知 っているかのよう

に思っ..ている人がた くさんいます。人は，神

の律法 に従 っては じめて神御 自身 を知 り， ま

た神の計画 とみ業 を理解す るこ とができるの

です。霊の世 界は自然界が存在す るように確

かに存在 します。けれ ども，この世 の法則で

は理解することがで きません。セ ミナ リーで

発電機の作 り方は学べ ませんね。同 じように，

医薬品の研究所で霊的 なこ とに関する真理 を

学ぶこ とはできませ ん。霊的な真理を学ぶに

は，・霊的なことを扱 う研究所に行 き， そこに

ある設備 を使って，定め られている法則に従

わなければな りません。そ うすれば，科学者

が金属や酸や その他の成分を知 っているの と

同 じように， あるいはそれ以上に確かに，霊

に関する真理 を知 ることができるのです。職

業は二の次であって，鉛管工であれ銀行家で

あれ農業従事者であれ問題ではあ りませ ん。

最 も大切 なことは， 自分の過去 と未来につい

て何 を知 ってお り，信 じてお り， またそのた

めに何 を行なっているかというこ となのです。

私 たちが完全に組織 された霊の存在 として，

天.匁ζご?いて考孤..学 び，一;理解するζと.ので

きる状態 であっな時・天父.信科々.ちに塗9)よ

うに言われたと思います。「私 の愛する子供た

ち誌g.…お前 たち はこれまで霊 の抹態であって

精マ杯9)進 歩を してさた。 さらに成長 を緯け.

るためには，肉体が必要だ。そこで，お前た

ちが引き続き成長できるように，ひと.つの計

画 を用意す るつ もりだ。よ くわかっていると

思 うカ㍉ 八は物事 を克服 して 鯵 じめて成長で

ミる9?で ある。」

す ると，主がこう言われました。「では，私

たちは手元にある元素 を組織 して地球 を創造

L乱 麺 惣 ζ勲 物を置φ ，.φなか却 ま降 .侭

行 きなさい。そこはあなた方の試 しの場 とな

.る
。私 たちはあなた方 に恩恵 と喜びをもたら

す ため， よく準備 された豊かな地球 を与 えよ

」Lgば ζ混て㌃..わな. 方々 が それ らを正 .し≦.使い，

_命鍵Lる&煮 を煮 な.うカ・ご羽かを見 よ.う。

」私は.あな.た，方2藤 鉦束 を交 わそ.う。 もしあなた

.方が月最の欲望 を制 .レ，私が与える計画に従

2て 完成岱の道 す.な血 ち独鳶 の道.を歩.み続け

ゐ.こ とに.同意 するなム ばし私 嫉壷な.々方に骨

剛 と鳳...豊汐{：塞：豆.多跡地球，.、.、太陽≧.、水，

無 愈 屡転 ‡諏柔魚無食物、.杢;月艮を得 るため

に必要玄 すベェ烈甑 与 え.，.住居 をあてがい，

一またふさ.わしぐ，...あ.な左方の牟ゆ にな る南.ら

ゆる塞 し、み.壼皇 える。 またそま』に加.劇て，あ

なな方が障害を克服.し.，...宏成 を.目指.レて 自弓

の人生 をよ り良いもの とす るな らば，最後に

再び私の もとに帰ることカ1できゑ盗 う薫Lて

あ互よゑd
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この上な く寛大なこの申し出を，天父の息

子，娘である私たちは感謝 して受 け入れまし

た。そして;地 上の両親 によって肉体が用意

されると，順番にこの地上にや ってきました。

そ して今私たちは試 しを受けているのです。

そ うです。私 たちは今，試 しの場 にいるので

す。これ もまた確かな真理です。それは否定

しようのない，そ して争う余地のない事実で

す。この論争の余地のない真理 を受け入れる

ことができてはじめて， その人は試 しの生涯

つ まり実践の生活を始め る備 えができたとい

えるのです。

またここでは詳 しく述べることができませ

んが， さらに大切 なことが2，3あ ります。

まずアダム とイヴは律法に背き， そのために

彼らの子孫すべてにひ とつの変化が起こり，

死すべ き体になったということです。この変

化は食物が変 わったために起 きたのでしょう

か。 ともか くも，今私 たちの体内を循環 し生

命 を維持 している要素 となっている血液が，

それまでふた りの体内を流れていた微細な物

質に取って代わったのです。そ してふたりは

今の私たちのように死すべ き体 とな り，病気

や苦 しみ，果ては死 と呼ばれ る肉体 の崩壊 さ

えも受けることになりました。 しか し，肉体

と霊 との二元性を持つ人間に とって大切 なの

は霊であ り，霊は肉体 を超越 します。霊はさ

らに経験 を積むための霊界に行 くのであって，

分解 してしまうのではあ りません。十分に準

備 をした後，霊 と肉体は再び相合 して，霊は

再生 された骨肉の体 に永遠に宿 るのです。こ

の ようにして，再び相合 した肉体 と霊は二度

と離れることがあ りませ ん。その体 には もは

や分解 した り苦 しみを引 き起こした りする血

液 とい うものがあ りませ ん。微細な物質が肉

体 に生命 を与え，不死不滅の体 とす るのです。

この復活は救 い主 イエス ・キ リス トのみ業

です。救い主はマ リアの子供 として死すべ き

資質 を， また神の御子 として不死不滅の力 を

受け継いでいたので，肉体 を支配す る力に打

ち勝つことができました。救 い主は実際に御
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自分の命 を捨て， そして文字通 り再 び生命を

得 られました。その結果，すべての人が復活

できるようになったのです。救 い主は神 とし

て御 自分の命 を犠牲にされたのです。だれも

この命を救い主か ら取 り去ることはできませ

んでした。救 い主はあらゆることに打 ち勝 ち，

その完全 さによって御 自分の命 を再 び回復す

る力 を得 られ ました。救い主の最後の敵 は死

でしたが，救 い主はそれにも打 ち勝ち，復活

されたのです。これは絶対 的な真理であ り，世

界中の理論家が結集 してもこの真理 を打 ち破

ることはできませ ん。それが事実だか らです。

救い主は，十字架にお掛か りになる前に，

主のみ業 を進め，主の計画 を世の人々に教え，

人々に永遠の計画に従 うように勧めるために

は，正式に権能 を授け られた人々の組織が絶

対に必要であ ることを御存 じでした。そこで

救い主は御 自身に忠実な人々の中に教会 を設

立 し，民を指導す るために使徒，予言者，そ

の他の役 員を置かれました。そしてそれらの

役員を世 に遣わし，力によらずに真理を説 く

ように して下さったのです。なぜ なら， この

世 の基本 となる律法は 自由意志だか らです。

確かに入は自由意志によって 自分 の好 きなこ

とをすることがで きます。 しか し自分が犯 し

た過 ちに伴 う罰か ら決 して逃れ ることはでき

ません。

続いて主は完全な組織計画に基づいて民を

導 くため の原則 と教えを示 し，儀式 を施すた

めの完全 な権能 を役貝に委任 されました。救

い主はその当時あった既存のすべての宗教団

体 は無論のこ と， 人の作 った教えや哲学 をも

すべてか えりみずに，神の御計画 を示 されま

した。これは真実 です。仮 に，世界中の様々

な理論を提唱する人々がすべて信 じな くても，

真実は真実，絶対的な真理 なのです。

主 はカルバリに向か う前に，まだできあが っ

て間もない小 さな組織が人間の哲学ややがて

起 こる激 しい迫害に長 くは抵抗できない こと

を御存 じで した。けれども，主は何人かの雄

雄 しい使徒 たちに王国を築 き導 く権能 を委ね



られました。救 い主が背教の起こることを知

っておられたことは疑 うべ くもあ りませ ん。

そして実際に背教は起 こりました。

迫害 は耐え難いものでした。使徒 たちは殉

教 した と言われています。そのほか，神権者

も一般 の教会員 も多 くの人が，不信者に よる

拷問に苦 しみ ました。こうして主の教会は肉

体的な恐怖によりほとんど滅亡 して しまった

のです。その後， まだ真の改宗にはほど遠か

った異教の支配者 によって， キリス ト教は受

け入れ られ，一般民衆の間に広 まって行 きま

した。諸国民にキ リス ト教 を受け入れさせ る

ために，異教 の迷信や教 えがキ リス ト教の教

えに付け加え られ，その結果真の教会の教え

や儀式は少 しずつ変 えられて，真理 とはほ ど

遠いものにな りました。権限を授 けられた僕

たちが殉教 し，権能 も教義 も失われたことに

よって，世界は暗黒時代 に入 ります。この時

代に，神 と神 の計画 を正 しく理解 している者

欝羅

はこの地上になく，闇は民を覆い，霊的面で

は言 うまでもなく，物質的な面においてさえ

進歩は まった く見 られませ んで した。

教義が歪め られ，神権が失われ，教会が腐

敗 し，そして神の知識が失われたとすれば，

その覚醒の時が必要です。こうして，予言者

ダニエルが1千 年前に予言 したように，真理

がついに回復される時が到来したのです。そ

して今後は二度 と失われるこ とはないのです。

そのように約束されているからです。た とえ

人々が堕落す ることがあらて も，主の教会 と

福音は終わ りまで残 ります。この世 と地獄の

すべての力をもってしても二度 と完全な背教

に追いやることはできません。この大いなる

回復は，アダム，エノク，/ア ，アブラハム，

モーセ，主イエス ・キ リス トへ と続 く予言者

ジ ョセブ ・ス ミスによって実現 しました。そ

れが，救い主の啓示を通 して組織された教会，、

すなわち末 日聖徒 イエ ス ・キリス ト教会です。

欝 聡 謹 、 簑.
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この教会はイエス ・キ.リス トか らの啓示に よ

って組織され，完全な権能 と完全な計画が与

えられている教会です。

このようにして，19世 紀初期に，「不思議な

驚 くべ き業」が再び世 の人々に紹介 されまし

た。世の悪に染 まらず，人間の誤った教 えに

害されていなか った若 き予言者 ジョセブ ・ス

ミスが，回復の器 となったのです。ほかの神

権時代 と同様に，特に イエス御 自身が回復 に

当たられたひとつ前の神権時代がそ うであっ

たよりに，真理の小 さな種は山のよっな偽 り

と戦わなければなりませ んで した。神 も啓示

の力もない入間の手によって組織 された教会

が，至る所におびただしく存在 していたか ら

です。そこにあるのは過去十数世紀の腐敗 し

た教 えでした。宗教上の混乱が支配し，ほ と

んどの人々はみ業に激 しく反対 して，回復 さ

れた真理が告げ られると， ジョセブ ・ス ミス

を 「偽予言者」呼ばわ りさえす るようにな り

ました。しか し1830年 に わずか6名 で設立 さ

れたこの小 さな組織は，わずかの期間に驚 く

べ き発展を遂げ，今や400万 人 を数 えるまで

になっています。このイエス ・キ リス トの教

会は，神に より完全に承認された 「唯一の真

にして生命ある教会」であ り，神に代 わって

行 な う権能によって正式に組織された唯一 の

教会です。そしてまた，人々に信 じ難 い力 と

驚 くべ き王国をもた らす完全で幅広い真のプ

ログラムを有す る唯一 の教会で もあ ります。

これは絶対的な真理 であ り，だれ も反証す

ることはできません。地球 の形はほぼ球形 で

あ り， しか もその地球 に重力があることが真

実であると同 じように， これは真実です。ま

た太陽が輝いているのが真実であるように，

また私たちが実際に生きていると同 じように

正真正銘の真理なのです。世の中のほ とん ど

の人はこの絶対的な真理 を信 じません。聖職

者たちはその真理 を反証 しようとしています。

また，知識人 と言われる人々は，絶対的な真

理の存在 しないことを正当化 しようとさえ考

えています。 しか し， もし世界中の民が絶え，
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諸 々の聖職者が土に消 え，高度な教育 を受け

た人々が墓 に眠った として も，真理は進み行

き，教会は引き続 き勝利 を収め，福音は変わ

らないでしょう。

主は真理 を定義 して，「事物の現在あるがま

ま，過去にあ りしまま，未来にあるが ままの

知識な り」(教 義 と聖約93：24)と 言 っておら

れます。神 の存在は真実です。不死不滅 も真

実です。これらの真理 は，私たちが異なった

考えを持 っているか らとい うだけでは失われ

ません。また，だれかが疑問に思っているか

らというだけで破 られるもので もあ りません。

もちろん，違 った考えを持つ人もいるで し

ょう。 しか しもう一度申し上げ ますが，考 え

によって法則すなわち絶対的な真理を変える

ことはできないのです。入の考えで地球 を平

らなものであるとす ることはで きません し，

太陽 にその光を薄暗 くさせ ることも，神は死

んだ，あるいは救い主はもはや神の御子では

ない とすることも決 してで きないのです。

ところで，かつてジョセブ ・ス ミスが問 っ

た と同 じように，多 くの人々によって尋ね ら

れる良い質問があります。それは，「もし信頼

すべ き，主によ り認め られた神の教会があ る

とす るな らば， それはいずれであって， どう

してそれが分か るのか」 とい う『質問です。

主はその鍵を与えられました。あなたもい

ずれおわか りになる と思います。疑 うこ とは

何 もあ りません。 どうぞ定められている手順

に従 って下 さい。そうすれば，これらのことが

絶対的な真理である とい う確かな知識を得 る

ことがで きるで しょう。必要な手順は，研究

し，考 え，祈 り，そして主の戒め と教えを守

ることです。啓示がその鍵です。あなたが定

め られた条件に従い，へ りくだって受け入れ

ようとさえす るならば，神は確かな知識をあ

なたに与えて下 さいます。一切のプライ ドを

かな ぐり捨 て，神のみ前にあなたの心の内を

.打ち明けて
，謙遜にな り，聖霊 の教 えに身を

ゆだねる時に，は じめて教 えを受ける準備が

できた.と言えます。先入観 に執拗に とらわれ



ていては教 えを受け ることはできません。主

は，人が 自己を正 しい心の状態に置 くことが

できては じめて霊的な事柄に関す る知識を与

えると，繰 り返 し約束 してお られ ます。熱心

に求め，探 し，尋ねなさいと，主は勧告 して

お られ ます。このような主の約束は数多 くあ

りますが，モロナイの次の言葉に要約される

と思 います。「そして聖霊の力によって一切 の

事の真実 であるかどうかがあなたたちに解 る。」

(モ ロナイ10：5)何 とい う素晴 らしい約束

で しょうか。本当に素晴 らしいことです。

繰 り返 しますが過去に この地上に生を受

けた人 も，今生 きている人も， これから誕生

す る人 も，すべての人が降伏す る時が来 ます。

それは力によらない無条件の降伏です。あな

たに とってその時はいつですか。きょうです

か。20年 後ですか。200年 後 ですか。2 ，000年

後 ，それ とも100万 年後 ですか。ジョン，あ

ジョセブ ・スミスは森に入 り，ひざますいて長い間祈 りまし

た。そして，エロヒムが神であり，イエス ・キリス トがその

御子であるという知識を得ることができま.した。その確信は，

進んで殉教の道を選ばせるほど強いもので した。

なたに もう一度 申し上げます。あなたはいつ

か必ずこの偉大な真理の前に降伏することで

しょう。あなたがいつまで も真理の力に抵抗 で

きるはずが ないからです。それなら今降伏 して

はどうでしょうか。す でに多 くの時間を無駄

にしているのではないですか。そうすればあ

なたにとって， これか らの人生はこれ までに

も増 してはるかに素晴 らしいもの となるに違

いあ りません。

奴隷の 自分に生 まれ，「これが人生だ。これ

以外によい生活はない。十分満足のできる毎

日だ し，か らだを休める十分 な場所 もある」

と考 えるよりほかに何 も知 らなかったイスラ

エル人は，何 と愚かであったことでしょう。

海を渡 り砂漠 を越えれば約束の地が待 ってい

る。そこは豊かで， 自由を得 られる地 である。

また自分の行 く末 を決め ることがで き，余暇

や文化 を楽 しみ，進歩 と成長がある。そして

すべ ての民は心に義 しい望みを持 っている。

このように言われても先のイスラエル人のよ

うな状 態を好む人は，先が見えないのです。

これが どうで もよいです まされることで しょ

うか。光 と闇，成長 と衰退，巨人と小人， 自

由 と奴隷，永遠 と一 日，生 と死， これらの間

の相違は何でしょうか。

さて， ジョン。私は心からへ りくだって，

あなた とこの話 を耳にす るすべ ての方々にこ

のメッセージを送 ります。あなたが これらの

ことを拒 まないでよく考え， また祈 って くれ

ることを，心か ら願いなが ら。心を開き，誠

心誠意で，望みをもって尋ねて下さい。あな

たが努力 を怠 らない限 り，必ず確信が与えら

れ ます。これは真実 です。私はその ことを知

っています。あなたに厳重な警告 を与えます。

そう遠 くない将来裁 きの法廷 に立った時に，

あなたは私があなたの永遠の幸福 を思 って真
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実 を話 したことが分かるで しょう。私があな

たにこのようにわか りやす くお話 しよ うと努

めたことをどうか忘れないでいて下 さい。こ

の真実の教会の会員な らびに代表者には，い

つでも， どのような質問に もお答えする準備

ができています。私は心か らお約束 します。

もしあなたが心 を開いて勉強 し，祈 るならば，

あなたは光明 を受けるで しょう。夜の闇が消

えて新 しい一 日の夜明けが来るように。

今一度，教会は喜んであなたを助け る用意

があると申し上げましょう。 しか し私はこの

ことをあなたに押 しつけた り，無理強い した

りするつもりはあ りません。あなたはもう立

派な大人です。良識 もあ り，知識や経験 も豊

富です。それに若 い時に真理の種 をまいてい

ます。天地のすべ ての力をもってしても，無

理や りあなたにこの知識 を植 え付け ることは

できません。またこの知識は，望 んで も努 力

しなければ得ることはできないのです。注意

深 く，偽 りのない，心からの研究によって得

なければならないものだか らです。教会は，

あなたが必要 とすればいつで も援助 を提供す

る用意ができて.います。

あなたはこの勧告 と警告 を無視することも

できます。 しか し，その責任はあなたにあ り

ます。 もしあなたがこの警告 を無視す るなら

ば， あなたは創造主に対 して申 し開 きをしな

ければならないでしょう。それは私 も同 じで

す。私は最善 を尽 くしてお伝え しています。

私は， この教 えが神の承認を受 けた唯一の完

全で神聖な永遠のプ ログラムであることを知

っています。

ジョセブ ・ス ミスは森に入 り，ひ ざまずい

て長い間祈 りました。そして，エロヒムが神

であり，イエス ・キ リス トがその御子 である

という知識 を得 るこ とができました。その確

信は，進んで殉教の道 を選ばせ るほど強い も

のでした。

パ ウロはダマスコへ行 く途中，ひとりの天

の栄光 をもった御方にまみ え，その声を聞 き

ました。 しか しパウロはそのような類まれな
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顕現 を受けてさえも，イエス ・キ リス トと御

父，また永遠の計画や福音の神聖 さに対 し.て

一点の疑いもない知識 を求めて祈 りました。

そしてついに，命がけでそれを教 えようとす

るまでに，はっきりと確信 したのです。石を

投げ られて危 うく死にそ うになったこともあ

りましたが，再 び力を与えられました。パウ

ロは飢えや渇 きや迫害に苦 しみました。その

上， 自分が殺 されることを重々承知していなが

ら，堂々と死に甘ん じました。パウロは， こ

のように真理のために自分の力や時間や才能

ばか りでな く，命さえ も捧 げたのです。パ ウ

ロは当時あるいは今 日の聖 人や医師以上に，

人の霊 を幸福 にし，癒 しと救いをもたらす真

理 を知 っていました。彼は神が実在 し，イエ

スがキリス トであ り，福音が永遠の生命への

道であること， また死すべ き世 と，決 して終

わることのない不死不滅があることを知って

いました。また，永遠の報いが現世の楽 しみ

を犠牲 にするだけの価値のあるものだ とい う

ごとも知 っていました。

あのジョセブ ・ス ミスやパウロやペテロの

ように，そ してまた大勢のあなた と同年輩の

人々のようにあなた もはっきりと知 ることが

できます。この教会はほかの教会 とは違 いま

す。 これは主の教会です。また，何か別 の教

えでも哲学でもあ りません。イエス ・キ リス

トの教会であ り， イエス ・キ リス トの福音.な

のです。

父なる神は生 きておられます。御子 も生 き

ておられます。私はこのこ.とを心か ら確信 し

ているので，いつでも声 を大に して証 したい

と願 っています。この証 をもって，私は喜 ん

で来世に行 き，神にまみえたい と思っていま

す。イエス ・キ リス トのみ名に よって証 しま

す。アーメン。



私 は数年前にソル トレーク盆地へ引・越 し

てきて大 きな衝撃 を受けた。当時，私は

モルモンについてほとんど知 らず，「西部 のど

こや ら」に住んでいて西部開拓 に貢献 した人

たちとい う程度のいいかげんな知識 しか持っ

ていなかった。 その位の興味 と知識 しか持っ

ていなかった私が，何 と，モルモンばか りの

州にやってきて住むようになったのである。

私が特定の宗教に関心 を持 たないのは，多

分に私の生い立ちに原因があると思 う。私の

父は監督教会の信者 であったが，私が9歳 の

時に亡 くなり，その後私 は宗教 とは関係の薄

い孤児院へ預け られた。そこでの生活を通 し

て私に特定の宗教 を選ばない性格が植 え付け

られ，その後 も私 は何度かいろいろ違 った教

会に行 き，その都度それ ぞれの教会か らいい

もの を得てきた。

新 しい家に移って しば らくすると，私 と妻
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にはモルモンがどっい.っ人たちか といっこと

が少しずつわかって きたpそ して内心，人の

良いモルモン教徒か ら熱烈な勧誘 を受けるの

を期待するようになった。 しか し，一向にそ

の気配はない。私が知 っていたモルモンたち

は皆友好的であ るが，教会のことを積極的に

売 り込む といったことはない。そこで私の方

か ら質問 してみたが， どうもぴんと くる答え

が返って来なか った。

そんなある日，私はディック ・ライズナー.

という人に出会 った。立派な家族 に恵まれた

彼は，1年 の訓練期間中，指導教官 として私

を指導して下さるこ とになった。私は彼の熱

心なモルモンとしての姿に深 く感銘 した。彼
.
は何 よりも自分 の信仰に忠実であった。その

彼から，末 日聖徒イエス ・キリス ト教会のこ

とをどれだけ知 っているか尋ね られたのであ

る。その頃までには，私はモルモンについて

かなり勉強 していた。教会の初期の頃の歴史

を読んで，管理形態 と教義 のおおまかなとこ

ろも知っていた。

一番の障害は信仰の原則であった
。私は，

神がダマスコへの路上で罪人サウロに現われ，

また燃えるしばの中か らモーセに語 りかけた

もうたのならば， 自分に も同 じように姿 を現

わして下 さってもよい ものだと思 っていた。

いったん信 じさえすれば， 自分だって神の熱

烈な擁護者，有能な建設者になれる。だか ら

自分の改宗は燃えるしばのように劇的でなけ

ればならない， と自分に言い聞かせ ていた。

ユタでの訓練 も間 もな く終わ り，私たちは

フロリダ州のセン ト・オーガスチ ンへ移った。

ところが時間がたつにつれて，ユ タ，特に

ユタの人たちがなつかし く思われるようにな

って きた。そこで電話帳 をめ くり，近所にモ

ルモン教会がないか どうか調べ てみた。する

と一番近い教会でも家か ら65キ ロも北に行 っ
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た所に しかない。あきらめるしか なかった。

まだ， どうして も行 きたい というほ ど教会 を

求めて もいなか ったか らである。

ある日，私 は疲れ切 った体で早めに仕事か

ら帰ってみ ると，妻は台所で忙 しそうに働 い

ていた。

「きょうはお客様がいらっしゃったのよ。」

妻がにこにこしながら言った。

「ああそ う。だれ?セ ールスマンかい。」

「そう。…∴そんなところね。」

「だれだね?」

私は神がダマスコへの路上で罪人サウロ

に現われ，また燃えるしばの中からモー

セに語りかけたもうたのならば，自分に

も同じように姿を現わ.して下さってもよ

いものだと思っていた。いったん信じさ

えすれば，自分だって神の熱烈な擁護者，

有能な建設者になれる。

「モルモン教会の宣教師 よ。」

「まさか
，冗談だろ。」

「いいえ
。パンフレッ トを置いていらした

わ。ごらんになった ら。電話番号 も載ってい

るか ら。」

「じゃあ，早速電話 しよう。きっ とびっ く

りするだろう。」

妻は笑った。私は電話 をかけて宣教師たち

を招待 した。彼 らの話では隣 り町にあるオッ

ドフェローズ ・ホールで支部の会合が開かれ

ているとい うことだ った。近 くに教会がない

なんて，勝手 に早合点 していたのだ。私は礼

を言 って電話 を切 った。

私たちに会いに来たふた りの青年は，6週

間にわたって毎週1回 簡単なレッスンをした

いと言った。断わる理由もない。モルモンと



親 しくなれるのな ら，安 いものだ と思った。

おまけに物のわかる人たちと討論ができる。

日曜日のことである。私たちは朝早 く起 き，

上機嫌で4人 の子供 の支度に取 りかかった。

しか し，予定 よ りも時間がかか ってしまった。

オ ッドフェローズ ・ホールの駐車場に入っ

たところで，妻が 「遅刻 だわ」 と言った。

「それ じゃあ
，ここで待っていようか。正

面がどっちかわか らない し， 入ったところで

みんなに正面か ら見 られたん じゃか なわない

か らね。」

しか し，そこへ感 じのいい紳士が車から降

りてきて，「支部長です」と自己紹介した。私

たちが遅刻 しそうなの を予測 して待 っていて

下 さったのである。

子供たちはそれぞれの教室へ案内され，私

たちも求道者 クラスに出席 した。教師は見る

か らに学識があ りそうで， レッスンを熟知 し

ていた。そのように豊か な知性 を持 った人が

教会に所属 し， しか も神への信仰を堂々 と述

べているのを見て，私は自分の考えを改めな

ければな らないと思 った。

その日は楽 しかった。教会へ行 ったお陰で

家族のつなが りが深 まったように感 じ，支部

の人々の謙虚 な態度に心が洗われ， 自分 もや

ってみよっと駆 り立てられるよっな何かを感

じた。

それか ら間 もな くして，ユ タ州で知 り合っ

た会杜の同僚デニス ・ヒル と話す機会が あっ

た。私は彼に， 自分 も今教会 に行っていると

言った。私がただ教会の人が好 きだか ら行っ

ているのだと言っても，彼は聞かず，それで

は ということで私に一冊の本 を送ると言 った。

そして翌週， リグラン ド ・リチャーズ著の

「奇しきみわざ」 という本が届いた
。.しか し

私は，.いっか読 もうと， それを本棚に しまい

込んで しまった。

3週 目の 日曜 日，疲れ もあって私 たちは教

会 を休んだ。 その時は，「どうしたのですか」

と尋ねて きて くれる人がいなかったので，い

ささかが っか りした。

ところが月曜 日の夜に電話があ.った。宣教

師か らだ った。

「日曜 日においでにならなかったので
， と

ても残念です。」

「そうですか
。 でも，宣教師さんたちはよ

くそ ういう経験をなさるめで しょう。」

「はい
。」それから少し間をおいて宣教師は

こう言った。「レッスンを6回 聞いていただ く

お約束でしたね。す ぐに始めたい と思 うので

すが。」

「はい
， いいですよ。明 日の夜はいかがで

すか。毎週火曜 日というのは どうでしょう。」

これがそ もそ も私たちの友情の始 まりだっ

た。子供たちは信仰 と幸せのかお りをただよ

わせ ているこのふた りの青年が大好 きになっ

た。

私は，宣教師が働きかけて くる心理的な攻

勢に，彼 らの練習台にでもなれば と思って協

力していた。 しか し開会や閉会の祈 りを頼 ま

れた時は， どうして もそれに応 じることがで

きなかった。だれかの祈 りを聞 くのは大いに

結構 だが， 自分に確信のない神に祈 るのは偽

善だ と思ったか らである。

次の 日曜 日は， フロ リダ州ジャクソンビル

でステーキ部大会が開かれ，話 し手はほかで

もない， リグラン ド・りチャー ズ長老だ とい

うことだった。私は本棚から彼の本 を取 り出

す と，早速読み始めた。(著 者の話が聞けるか

らには，当人につ いてなるべ く多くのことを

知 ってお きたい と思った。)当 日，私はよ く見
さ じさ

聞 きできるように2階 の桟敷に陣取 った。そ

して私は話 し手の鋭い知性に感銘を受けた。

しか しそれ以上に，彼の誠実 さと確信 と信仰
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なぜ，私は突然にパプテスマの決心をしたのだろうか。それは，燃えるしば

を求めるのは間違っていることを知ったからである。燃えるしばを求めるあ

まりに大切な何かを見失っていたことに気づいたのである。恐らくその答え

は，私の身に起こった簡単なひとつの事件に隠されているような気がする。

ピ

に感動 した。

宣教師のレッスンはその後 も続 き，私たちは

福音が どうい うものか とい うことをよく理解

できるようになってきた。4回 目のレッスン

を受ける頃か ら，宣教師が私 たちのバプテス

マを計画 していることをうす うす感 じていた。

「だめだよ!」 私は妻に言った
。「祈 りみた

いに簡単なことさえ信 じていないのに， とん

でもない話だ。」妻 も同感だった。

宣教師はやがてバ プテスマの 日取 りがすで

に決め られていることを告げ，バプテスマの

話を持ち出してきた。「バプテスマをお受けに

なりませんか。」

「いいえ
，その気はあ りません。」

彼らは続けて言 った。「そうですか。今週の

金曜 日に2人 の方がバプテスマをお受けにな

ります。出席 していただけませ んか。」

「場所は どこですか
。」

「ここか ら50メ ー トルほど行った ところの

海岸です。」

「海で!」 妻がびっくりして言った
。「こん

なに寒い時期にですか。」

「はい
，その通 りです。」宣教師たちはいつ

でも平然 としている。

私たちは出かけて行 った。バプテスマ会の

あとで，宣教師が私たちにこう尋ねた。「どう

ですか。ごらんになっていてバプテスマ を受

けたいという気にな りませ んで したか。」
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「いいえ!」 と私は答えた
。そのような気

持 ちが起こ らなか ったか らである。

同 じ頃，長老たちはジョン ・ハ ッチ，ル イ

ー ズ ・ハ.ッチという幸せそ うな若夫婦に も福

音 を教 えていた。

彼 らには教会でちょっと会っただけである

が，快活で誠実な印象を受 けていた。私たち

が最：後の6回 目のレッスンを受けた時，その

ハ ッチ夫妻が次の金曜 日にバプテスマ を受け

る予定であることを教 えられた。その 日はた

またま復活祭前の金曜 日にあた り，キ リス ト

に感謝 の意 を表わす意味で もその 日がバプテ

スマ を受けるには最高であった。しか しそれ

で も，私はバプテスマ を受ける気持ちになれ

ドなか
った。私は依 然として，燃えるしば を求

めていたのである。

6回 目の レッスンが終わ るにあたって，長

老たちはどうしたこ とか，私に祈 ってほしい

と言った。 ところが，私は 自分で も驚いたこ

とに，素直に 「はい」 と返事 をしてしまった

のである。祈 りの後，驚きのさめや らぬ宣教

師たちは私に感謝 を述べ た。その夜，私は じ

っくりと考 えた。

その翌 日，私は出勤する前に勇気をふるっ

て，大 きく深呼吸 をす ると妻にこう言った。

「金曜 日にバプテスマ を受けることに決めた

か ら君 も一緒に受けてほ しい」 と。妻は屋根

が吹き飛ば されたか， フロ リダが海に沈み始
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めたか とい うほどの驚 きようで， こう言った。

「私は遠慮す るわ!」

「どうして?」

「だって，海の水は冷たいで しょう。」

「そ うさ
。で も，決：めたんだ。た とえ君が

いや と言 っても， とにか くぼ くは受けるから

ね。今晩僕が帰るまでに考えておいて くれ。

明 日，長老たちの ところへ行 って，着 るもの

のことをお願 いして くるか ら。」

私は戸口に立ちつ くす妻にキスをして， 出

勤 した。しかし，夜 まで彼女 を不安な状態に

置いてお くのも酷なような気が して家に電話

をかけてみた。

「決 まった?」

「あなたひ とりだけバプテスマを受 けさせ

ることできないわ。」

「そう
， よか った。今晩，宣教師に話すよ。

帰 るまでに，子供たちはどうす るか聞いてお

いて くれるかい。」

上のふた りの男の子 も，一緒にバプテスマ

を受けるこ とになった。(下 の2人 はまだ小 さ

かった)こ うして私たちは金曜 日にバプテス

マを受けたが，あの 日水か ら上がって以来，

私 は自分の決定が正 しかったこ とを一度 も疑

ったことはない。

しか し， なぜ私は突然にバプテスマの決心

をしたのだろうか。それは，あの6回 目の レ

ッスンがあった晩に，燃えるしば を求めるの

は間違 っていることを知ったからである。燃

えるしばを求めるあま りに大切 な何か を見失

っていたことに気づいたのである。恐 らくそ

の答 之は，私の身に起 こった簡単なひとつの

事件に隠されているような気がす る。

私はバプテスマ を受 けると決心 した1週 間

前のことを思い出した。その日も教会に遅刻

してしまった。 ところが， まだ少年のエディ

ー ・マー クル兄弟が私 たちのため らいを吹き

払 う.ように握手で歓迎 して くれた。その時，

私は彼に強い信仰 を感 じて心 を動か された。

それはイエスが トマスに言われたような信仰

だった。「あなたはわた しを見たので信 じたの

か。見ないで信ずる者は，さいわいである。」

(ヨ ハネ20：29)私 は そのような信仰を求め

ようと決意 したのである。

私はこれ までも同様の感銘 を受けたことが

幾度かあった。しか し奇跡 を求め る気持 ちが

強 く， どうしてもみた まのささや きに聞き従

うこ とができなかった。教会員 との出会 いは

必ずしも劇的なものではな かったが，それら

一つ一っが大 きな意味 を持っていた
。

すべての人が，その人な りに飾 り気のない

強い信仰を示 して下 さった。デ ィック ・ライ

ズナー兄弟はその種 をまいてくれた。デニス・

ヒル兄弟は本 を送 って くれ，宣教師たちは家

の ドアを叩いて くれた。プレスラー支部長は

最初の 日曜 日に私たちを待 っていてくれた。

またリチャーズ長老は霊感あふれる言葉を述

べて下 さり，エデ ィー ・マー クル兄弟は握手

でもって私 たちの気持 ちを和 らげて くれた。

だれ もが模範によって力強い証の光 を輝か し

ていた。暗闇の中にいた私は，「燭台のあかり」

(ル カ11：36)の よ うな模範によって真理に

導かれたのである。

モルモン教徒は家族 を愛す る。私はそれが

何 よ りも好 きである。事実，信者全体がひ と

つの家族の ようで，互 いに愛 し合い学び合い

なが ら， しか もその中に決 して揺 らぐことの

ないイエス ・キ リス トの福音 を持 っている。

彼 らには燃えるしばな ど必要ではない。私た

ちには 自由意志があ り，信仰のない闇 を選ぶ

こともできれば，闇を信仰で絶えず明るく照

らすこともで きるのである。しかしモルモ ン

教徒には信仰がある。そして，その同じ信仰

を私 も今持 っている。

ロバ ー ト ・E， マ ッギ ー ア メ リカ空 軍 で契

約事 務 に携 わ っ て い る将校 。4児 の 父， バ ー

ジニ ア州 リ ッチ モ ン ド ・ス テー キ部 の長 老
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聖霊の賜

マ ー ク ・E・ ピ ー タ ー セ ン
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教 会員はみなバプテスマ綬 け・水と霊1こ
よって生 まれる。すなわち，教会員 と.し

て確認 され る時に，「霊のバプテスマ」を受け

るのである。それは私 たちの生涯 を導 く清い

力であ り，私 たちはそれ を聖霊の賜 と呼んで

いる。

私たちはだれで もふさわ しい生活をし，祈

り求めるならば， この賜によって霊感 を受け

ることができる。学校 で学ぶ時，友達 を選ぶ

時，そのほか 日々の生活の中で様々な決定 を

下す時に，私 たちは聖霊の賜 を通 して助 けを

得 る。

この賜は，伝道 をする時に も偉大な力 を与

えて くれる。例えば，私がかつて宣教師であ

った時，アイダホ州ルパー トから来た素 晴ら

しい同僚がいた。名前はヘ ンリー ・L・ べ一

カー長老 と言い，私たちはカナダ東部にある

小 さな町 で一緒にチラシを配った。

私たちがある家の玄関で ドアをノックす る

と，ひ とりの婦人が出て来て，私たちを中に

招 き入れて くれた。私たちはいつ も玄関で交

わす紹介の言葉を述べ る間もなかった。婦人

は私たちを家に入れるやいなや，「ところで，

お持ち下 さった本はどこにございますで しょ

うか」 と尋ねた。

私たちはあっけに とられて しまった。す る

と，婦人は早速，事 のい きさつ をこう説明し

て くれた。彼女は前の晩に，私たちが家にや

って来る夢を見たのだという。はっき りした

夢だったので，玄関へ向か って くる私たちを

見 た時に，す ぐにそのことを思い出 したそう

である。彼女は夢の中で，私 たちが家族 を救

いに導 く1冊 の本 を持 っていることを知 らさ

れていたのだった。

私たちはす ぐにモルモン経を彼女に手渡 し，

その本についてしばら く話 し合 った。そ して

家族 と引き合わせたいか らその夜 もう一度来

てほ しいと言われ，私たちは家族に紹介 され

た。こ うして家族はしば らく勉強 して教会に

入 り，今 もみな忠実 に信仰生活 を送 っている。

20年 ほ ど前になるが，私はウル グァイの モ

ぐ
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ンテビデオに行 って伝道部 を回 り， その町で，

最初 の礼拝堂を献堂す る責任 を受けた。前年

にデビッ ド・0・ マ ッケイ大管長が鍬入れ式

を行 ない，献堂 も自分で したいと望んでお ら

れたのであるが，仕事の都合 で私が派遣 され

たのであった。

献堂式が終わると，ひ とりの イタ リア人の

姉妹が握手 を求めてきた。彼女は私 と握手す
てのひら

る前に右の掌 を開いて，私に，見て下 さい と

言った。別段変わった ところはない。す ると

彼女はその掌にある傷跡 を指 してこう言 った。

「マッケイ大管長がこの礼拝堂の鍬入れ式

にい らっしゃった時， この右の掌には癌がで

きていました。癌は広が る一方でお医者様 た

ちはさじを投げてい ました。で も私 は，マ ッ

ケイ大管長のお手に触れれば きっと癒 される

と，聖霊によって感 じたのです。

大勢の人が大管長 にあいさつ をす るために

前へ 出て行 くので，私は少 し気後れ しま した。

しか し，握手 したい気持 ちはますます高まっ

て きます。確かにそれは聖霊の勧めで した。

私は大管長にお会いしました。右手は包帯 を

ぐる ぐる巻いていたので，左手で握手をしま

した。

それか ら，家に帰 って包帯 を取 ってみ ると，

癌腫瘍が乾いていたのです。私は飛び上がっ

て喜びました。 ごらんの通 り，今ではすっか .

りよ くな りました。 このことをマ ッケイ大管

長にお伝え願いたいのです。」

私はこれ と似 たような経験を，何年か後に

アイダホでもしている。ステー キ部大会に出

席 した時め ことである。 日曜 日の午前の部の

後で，ひ とりの監督が年老いた母君 を私の と

ころに連れてこられた。私は午前の部 でモル

モン経について話 をしたので，手 にまだモル

モン経を持 っていた。

この老婦 人は私か らその本 を受け取 ると，

ページをめ くってその1節 を読んでか ら私 に

返 した。私 にはそのわけがわか らなか った。

彼女は，「前回のステーキ部大会 に十二使徒

補助の トーマス ・E・ マ ッケイ長老が訪問 さ

れたのですが，マッケイ長老 を御存 じでしょ

う」 と聞かれた。「もちろん，知 っています」

と答 えると，彼女はこう言った。「私がこの本

を読めたことを， どうぞマ ッケイ長老にお話

下 さいませ。 この前の大会に長老がおいで下

さった時，マ ッケイ長老はわざわざ家に来て，

私 を祝福 して下 さったのです。私の 目が見 え

なかったからです。ですか ら今， こうしてあ

なたの本が読めたことを， どうか長老にお伝

え下さい ませ。」

聖霊の力は，用い方次第では末 日聖徒の大

いなる力の源 となる。聖霊 は人々を癒す神聖

な力 となるだけでな く，私 たちの日々の活動

を導 く力 ともなるか らである。

人は皆良心 というのものを持 っている。良

心が何かを避けるように告げる時，あるいは問

題を起こして反省を促 され る時，それはみた

まの力が働 いているのであり，私たちに救い

をもたらそうとしているのである。

神の栄光 は英知であり，人類の栄光 もまた

英知であることを忘れてはならない。神 のみ

たまが働 きかける時，私たちは，霊に光 と導

きを与 える神の英知か ら助けを受けるのであ

る。

救 い主は，聖霊が真理のみたまであり，真

理のみたまは 「あなたがた をあ らゆる真理に

導いて…… きたるべ き事 をあなたがたに知 ら

せ る」(ヨ ハ ネ16：7-16)と 教 えられた。

私 たちは生涯の問に大勢 の師に巡 り合 うが，

聖霊ほ ど重要で，最良の師はいないであろう。

聖霊は神会の御一方であり，私 たちが正 しい

行 ないさえしていれば， どこにいても助け と

力を与えて下 さる。

私たちは教会員 として確認の儀 式を受ける

ことを当然のこととしてあまり深 く考えない。

しか し，確認の儀式は悪の防壁 となって人生

の行 く先 を明る く照らす聖霊の賜を得 る唯一

の方法であることを，私たちは忘れてはなら

ないのである。
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質 疑 応 答
本誌の回答は問題解決の一助 として与えられたものであり,

く

教会の教義 を公式に宣言するものではありません。

㌶一熟"､

鉱滋烈孔饗

講 麟
､峨1
竃
撫 擁1

管 理 監 督

ビクター･L･プ ラ ウ ン

私は個人的な問題で悩んで

います。友人は専門のカウ'

ンセラーに相談に行くよう

に勧めますが,私 は監督の

ところへ行くべきだと思っ

ています。どちらが正しい

でしようか。

スペ ンサー･W･キ ンボール大管長が十二

使徒評議員会の会員であろた時に,､こ の質問

に関連のある重要 な勧告 を与えています。 し

たがって,こ こでは｢監 督 と専門のカウンセ

ラー｣と いうテーマでキンボール長老が精神

病の治療に携わ る末 日聖徒 に与えた説教か ら

引用してみたいと思います。

｢監督に聖任 される と永遠にその職か ら解

かれることはない。監督が その職 を解かれる

のは,破 門のような教会の懲戒処分 を受ける

ふさわ しくない行為 をした時のみである。

監督 として召され按手聖任されると,彼 は

イスラエルの判士 とな ウ,数 多 くの決断を下

す責任 を持つ ようになる。 しか も,そ れらの

決断が,彼 の管理する入々の 生活や進 歩成長

に多大の影響 を及ぼすのである。監督は会員

の霊にかかわる活動を管理 し,彼 らに成長の

機会 を与 えてその達成度を評価する。また,

特定の祝福や特権 を受ける資格があるか どう

か判断す る。監督はこの世のすべ ての神殿に

通 じる鍵 を握 っている。それは,神 殿結婚 を

経由して永遠の生命へ と至 る扉 を会員のため

に開 く鍵である。

ワー ド部 の霊の指導者の職業 を見 ると,鉛

管工,牛 や豚 を飼 う農夫,銀 行の出納係,あ

るいは会社の管理者と様々である。学校の管

理 人,校 長,ま たは総長であるこ ともある。

また,ゴ ミの収集係や郵便配達夫,.警 察官,

画 家,教 師,商 人,退 職 した資本家などが,

ワー ド部の監督に召されていることもある。

私たちの方法は世の中とは異なっている。

ペ テロは次のように述べている。『あなたがた

は,選 ばれた種族,王 国の神権者,聖 なる国

民,特 異な民である。』(1ペ テロ2:9欽
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質疑応答

望 んでお られ る場所で召されてい ます。

それでは,ソ ーシャルワーカーや心理学者,

精 神病医,そ の他のカウンセラーについては

どうでしょうか。

キンボール大管長は同じ説教の中で,｢教 会

は,必 要に応 じて訓練 を受けた人(精 神治療

の専門家)の 援助を受けるよ うに している｣

と述べています。専門的な訓練を受けたスペ

シャリス トの助けを求め る最適な場が,教 会

の組織の中にあ ります。それは｢末 日聖徒社

会福祉機関｣と 呼ばれています。そこでは,

忠実 な末 日聖徒 が専門職員 として働いていま

す。また,奉 仕 で働 く人 もい ます。彼 らは監

督の必要に応 じて援助の手を差 し伸べ ること

ができるように備 えを してい ます。

重大なことは,何 が必要か を判断すること

です。私 自身の経験か ら強 く感 じるのですが,

真の問題解決は,イ エス･キ リス トの福音に

従って生活しない限 り得 られませ ん。その一

方で,多 くの人々が精神 の障害に悩 まされ,

両 親や配偶者か ら極めてひ どい扱いを受け,

犯 罪に陥 り,精 神的 な病の虜になっているこ

とも事実です。そこで,そ のような人々の生

活を安定 させ,教 会の原則や援助プ ログラム,

さ らにはイエス･キ リス トの福音の恩恵に浴

す ることができるように援助 を与 えることが

必要 なわけです。つ まり,監 督の管理の下で,

監督 と専 門家が協力することが必要 とされる

のです。

私は,監 督の下で協力 を惜しまない専門家

は貴重な助けになると思います。 と同時に,

とて も心配な点がふたつあ ります。

第一に,専 門家にその責任 までも譲ってし

まう謙遜な監督が大変 多いことです。監督が

20

会 員たちと面接する責任 をすべて専門家にゆ

だねるな らば,そ れが末 日聖徒社会福祉機関

または他 の組織であって も,そ の監督は主か

ら与えられた責任を放棄することにな ります。

第二に,専 門家自身の問題です。悲 しいこ

とに,教 会に活発な会員の中にさえ,自 分は

監督以上 に知識があると思い込 んでいる人が

大勢います。 また,教 会のある教義や活動に

おいて,自 分は一 目置かれていると思ってい

るような専 門家 もいます。 このようなカウン

セラーは避け るようにすべ きです。信頼する

に足りませ ん。神権の権威 と権能を認めて尊

ぶ人だけが,監 督 を助けて働 くにふ さわ しい

という信頼を得 るのです。

教会員の中には,立 派な働 きをしているソ

ーシャルワーカーや心理学者 ,精 神病医,カ

ウンセラーが小 ます。彼 らは皆,優 れた専 門

技術 を持っているだけでなく,教 会に忠実 で

あり,現 代の精神医療問題に謙遜に立 ち向か

っている人々です。 この ような人こそ,監 督

の援助者 としてふさわ しい人々です。

最後に一言申し上げておきます。有能 なカ

ウンセラーはよく知っていることですが,人

は 自由意志を行使 してこそ変わ ります。私た

ちは,監 督あるいは専門家に相談し助け を求

めますが,し か しなお,自 分 を変え,進 歩 さ

せ るのは本人の責任です。だれかほかの人が

自分の問題を解決 して くれるなどと期待 して

はな りません。適切 な知恵や勧告や導 きを求

めることはできますが,行 ないを正し.,人 生

のたどるべ き道を決める力は,自 分の 中に し

か存在 しないのです。畠幸福で満 ち足 りた蛋活

を送るのに,救 い主 との個 人的 なi関係を築 く

ことが極めて重要なのはこのためです 。
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みち いち 　

けつ いたあつい道 を,は だ しで もう一
じ かん ある こころ

時間 い じょうも歩いてい ました。心が
ある

しずんで,も う歩 くのがいや で した。
こ はい

ア ウブーは,バ ナナの木か げに入って,
すこ とお

ほ っ とためい きをつ きました。少 し遠
いえ まえ かあ

くの,わ らぶ きや ねの家 の前 に,お 母
み かあ

さんが見え ました。お母 さんはなにか
ちか

をや い て い ま した。 近 づ いて い く と,
かあ うたこえ き

お母 さんのたの しそうな歌声が聞 こえ

ました。
み かあ

アウブー のすが たを見 る と,お 母 さ

んはいいま した。｢は や くいらっしゃい,

さかながや けています よ。｣
て あし

アウブー は,手 と足 をバナナのは っ

ぱでふ きま した。
ひ あさ が っ

その 日の朝,ア ウブーはは じめて学
こう い かあ

校 に行 ったのです。お母 さんはアウブ
て がつ

一 のか たに手 をおいていいました
。｢学

こう い あし

校 に行 くときだけは,足 がなお って し

まっよ っね。｣
ちい あ し

アウブーは小 さい ときにヤ ギに足 を

ふ まれて,び っこたな って しまい まし

た。 だか ら,ヤ ギのばん も,は たけ を
が つこう い

たが や す こ と もで きな くて,学 校 に行

くこ とだ け が,た の しみ だ っ た の です 。

｢は や くい ら っ しゃ い
,ア ウ ブー 。

ど う した の 。｣
かあ

お母 さんか らさか な をもらって,ア
た うえ

ウブーは,ま る太の上 にご.しか けま し

22

た

た。 で も,食 べ られ ませ ん で した。 さ

た うえ

か なをまる太の上 において,ア ウブー

はいいました。
が っこう い

｢ぼ く
,も う学 校 に行 け ない ん だ 。｣
こえ

なみだで,声 がかすれ ま した。
い ゆ せんせい

｢ど うして行 けないの
。先生が,か

ひ と り がっこう き

ぞ くか ら二 人 ずつ,学 校 に来 な さい っ

て,お っ し ゃっ た で し ょ う。｣
が つ

｢う ん
。 で も,シ ャ ツ を きな い で学

こう き

校 に来ちゃいけないんだ って。｣
かあ かお

｢そ う。｣お 母 さん も顔 を くもらせ
かね

ま した 。｢シ ャツ をつ くるぬ の も,お 金

もな い し,し か たが な いね え。｣

｢す ず し くな っ た ら
,イ モ をほ りに

い ほん

行 くよ。 も う,本 なん か い らな いや 。｣

ア ウ ブー は,く や し くて,な にか を

こわ した くな って,そ ば に あ っ たか ご

なか はい

をけ とば しま した。中に入っていた も

のが,ゆ か にちらば りました。す る と,

どうで しょう。やわ らかいぬののよ う

な ものが,あ るではあ りませ んか。 ひ

ろいあげよ うとす ると,か たい ものが
て き

手に さわ りました。木づ ちがつつん で
み き

あったのです。見おぼえのある木づ ち

で した。
き

｢お じいちゃんの木づ ちだ。｣ア ウブ
ここ ろ なか

一は心の中で さけび ました。
まえ き

ず っ と前 に,'お じい ち ゃん は この 木

き

つ ちで,な ん どもなん ども木のかわ を
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禰

癒錨
き よ う し つ

霧麹『)もん載 蜜

ケイ･エ ル･ハ ーベ イ

し おも

こんなことを知 りたいと思 った こ

とはあ りませ んか

爆癒

1
ど う して 草 は,か たい 地 め ん か ら

で も は えて くるの だ ろ う。
さき

それは,は っぱの先 にか たい とこ
み ち つ く つち

うがあ って,道 を作 りなが ら,土 をお
で く ちか ら

しわけて,出 て来 る力 をもっているか

らです 。

にんげん とお み

2
人 間 は,ど の く らい遠 くま で見

え るの だ ろう 。
にんげん ひか り

たいて いの人間は,光 が とど く
とお み

くらい遠 くまで見 るこ とがで きます 。
にんげん み いち とお ほし

人間に見 える一ばん遠 くにあ る星 は,
なんぴゃく とお

何百 まん キロメー トル も遠 くにあ りま

す。

うみ

51三1灘∵=
みなみ くに

した ら,南 ア フ リカ とい う国ぜ ん ぶ を,

1,000メ ー トル の ふか さ に うめ て しま
なん

っ こ とが で き ます 。 お もさは,何 ち ょ

う トン に もな りま.す。

玲鵜蹴 ∴
ぼ っほ っ｣で は,12メ ー トル くらい,
ほつかい

北海では60メ ー トル に もなるそ うです。

でん き

ど う し て,電 気 に ふ れ る と ビ リ

5
ビ リす るの だ ろ う。

でん き

それは,電 気 にふれ る ど,き ん

に くが,ち ぢむか らです5

かわ

61熱 雛霧
ほう いし つち

それは,き しの方は,石 や 土の まさつ
かわ

が あって,川 のながれ をおそ くす るか
おな 　 かわ

ら です 。 同 じ よ うに,川 の そ こよ り も,'
つえ ほつ

上の方が,な が れがはや くなっています 。
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_毒 い 愚

とう う

イ シメルのお父 さんは･自 くだ売 り
で,ベ ン ジ ャ メル の お 父 さ んは,

ひつ じか だい

羊飼 いでした』ふた りは,大 のなか よ
まい にち し ごと あ と

しで した 。 毎 日,仕 事 の後 で,ふ た り

は ゲー ム を した り,お とな に な って か
なに はな

ら何 をしたいか につ いて話 しあった り

しま した。
とお くに い

｢ぼ くは
,い つ か 遠 い 国へ 行 くん だ 。

おうさま じょおうさま あ

そして,王 様や女王様 にお会 いす るん

26

だ 。｣イ シ メル は い い ま した。｢ぼ くは

せん ぞ ち こ

この 先祖 の地 に い て,子 ど もた ち と く

らす ん だ。｣ベ ンジャ メル は い い ま した 。

｢じ ゃ あ
,ぼ く もこ こ にい る こ とに し

とお い

よ う。 遠 くに行 っ た ら,ち か い(か た
やくそく まも

い約束の こ と)を 守れ ないか らね｣イ

シ メルは いいま した。 そこで,ベ ンジ
いち ど

ヤ メ ル は,｢じ'や あ,､も う 一 度,ち か

た ゆう じよう

いを立て なおそ うよ。ぼ くたちの友情



た。

やがて,ふたりはせいちょうして,
ゆうじょう

おとなになりました。ふたりの友情は,
としつよ

年とともに強くなりました。ふたりは,
かなわ

よろこびや悲しみを分けあいました。
ひつじう

らくだや羊がこどもを産んだときには,
たすかな

助けあいました。しかし,とても悲し

おせんそう

いことが起こりました。戦争のために,

ふたりは,はなればなれになってしま
かぞくお

ったのです。ベンジャメルと家族は追
べつちい

われて,別の地に行ってしまいました。
かぞくちのこ

イシメルと家族は,この地に残りました。
せんそうお

戦争が起こるとすぐに,イシメルは
へいたいだ

ちょうへい(兵隊に出されること)さ
たいちよう

れ,まもなく,隊長になりました。一2
くにきんし

つの国のれんらくは禁止されていまし

たが,ベンジャメルとイシメルは,ひ
ほうほう

みつの方法によって,れんらくしあっ

ていました。

よるき

ある夜,イシメルをたずねて来たベ

ンジャメルは,とらえられて,ろっや
しけい

に入れられ,死刑をいいわたされまし
ともたす

た。イシメルは,友だちのいのちを助
しれいかん

けてくれるように,司令官にたのみま

した。しかし,むだでした。ベンジャ
かぞくわか

メルも｢家族に別れをいいたいので,
いっしゅうかん`やくそく

一週間だけまってください
。約束どお

きし

り,もどって来ますから｣といって司

れいかんしれいかん

令官にたのみました。司令官は,わら
き

いながら｢おれをばかにする気か。お
く

､､

まえがもどって来ると'いっしょっこが,

どこにあるというのだ｣といいました。

わたしかれかれ
｢私が彼のかわりになります

。彼のか
わたしころかれかえ

わりに私を殺してくださいδ彼を帰し

てやってください。｣｢おまえがだと。
ぶたいたいちょういちばん

おまえは,ここの部隊の隊長で一番し

んらいのおけるやつだ。おまえは,こ
じぷんす

のスパイのために,自分のいのちを捨
しれいかん

てるというのか。｣司令官は,たずねま

かれわたしころ

した。｢彼のかわりに私を殺してくださ

い。｣イシメルは,きっぱりといいまし

た。｢どうしてだ。なぜおまえは,この
おとこじぶんす

男のために,自分のいのちを捨てると
しれいかんき

いうのだ。｣司令官は,聞きました。

ゆうじよう

｢友情としんらいのためです。｣イシメ
こたしれいかん

ルは答えました。司令官は,ベンジャ
み

メルとイシメルとを見くらべると,ひ

とりごとのようにつぶやきました。｢ほ

ゆうじようしれいかん

お,友情としんらいねえ。｣司令官は,

あいだ

しばらくの間,だまっていましたが,

ほうかえ

やがて,イシメルの方をふり返ってい
おとこ

いました。｢この男をゆるしてやろう。

なか

ただし,このおれを,おまえたちの仲
まい

間に入れてくれるならばな。｣

.i

ゴ
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七十人第一定員会会員
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私 はこの30年間冶 衆国や中南米の空を'い
ろいろな機種の飛行機 で飛び回って きた。

つい最近，何年ぶ りかで合衆国に帰って くる

と，親友のひとりが買ったばか りの双発セス

ナ機に乗ってみるようにと勧めて くれた。そ

れが また私 の好きなタイプの飛行機で，強力

なターボエンジンを搭載 し，高い空でも平気

で飛行 できる上に，通信装置や電子操縦補助

装置， 自動無線レーダー，距離測定装置，全

天候飛行用の計器，酸素ボンベ など， まさに

旅害機並みの装備 を備 えていた。実に これ以

上に快適な飛行機はないであろうと思われ る

ほどだった。 しか し，これほど精巧で高価な

装備 を持つ飛行機であるに もかかわらず， ど

っして もためらって しまい，「そうですね，い

つかメキシコへ御一緒 したいですね」 と言っ

ては断わってきた。それか ら1，2カ 月の間，

友人は私に会 うたびに飛行機 を使わないか と

勧めて くれた。けれども，真心か らの 申し出

であると知 りながら， どうして もその気にな

れなかった。そんなある 日，友人は鍵束 と操

縦士のハ ン ドブ ックを持って私の事務室を訪

ねてきた。美しい自家用機を私に使ってもら

いたいことは明 らかだった。鍵束 を手にした

29



私は，心の中にメキシ.コへ飛んでいつ もの場

所で海釣 りをしたいとい.う気持 ちがむ くむ く

と湧 き上が ってきた。残念な ことに，その友

人とは日取 りが合わず，私ひ とりで行かなけ

ればならな くなった。そこで私は，彼の保険

が私にも適用できるか どうか尋ねた。すると，

私が この種の飛行機に乗ったのはかなり以前

だ というこ とで，資格ある検査官 とテス ト飛

行をしなければならないこ とが わかった。

手続きを済 ませた私は，約束の時間に飛行

場で検査官 と会った。私は合衆 国，アルゼ ン

チン，パ ラグァイ，エ クア ドルの飛行機免許

証 と，セスナ310で ジ ャングルや山や砂漠や

国境 などを飛ぶ時の記録 を書 く航空 日誌 を手

に持 って乗 り込んだ。検査官は穏やか な笑い

を浮かべ， そして事務的な口調でこう言った。

「あなたについてはよく伺 っています
。飛行

経験 も十分おあ りのようですが，それはすべ

てが順調にいっていた場合のフライ トだ と考

え， これから，悪条件の下で どれだけできる

かを見せていただきます。」

それか らしば らくの間，思いつ く悪条件 を

想定 してスイッチ を入れている個所 はみな切

り，スイッチを切ってお くべ き個所 は入れ，

まった くのパニ ック状態 を引き起こそうとし

た。 このような最悪の状況の中で私が どれだ
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け飛べ るか を見ようとしたのである。テス ト

飛行 を終え地上 に降 り立った彼は，私の航空

日誌にサインをして，「大丈夫です。私の妻や

子供でも安心 してお願 いできますよ」 と言っ

た。私 はこれ以上はないと思えるよりなおほ

めの言葉 を受けたのである。

人生 の目的のひとつ に，私たちが主にどれ

だけ奉仕するか を試され， それを証明すると

い うことがある。予言者ジ ョセブ 」スミスは，

私たちがいかなる銀難の中にあって も主に忠

実に奉仕で きるかどうか を試 される時が くる

と語 っている。私 たちは前世で，行 く手には

私たちを試す数 多くの逆境が待 ち受けている

ことを知 っていた。事故，病気，誘惑，悩み，

失望，落胆，災難，失敗，これ らはすべて私

たちを試 し，私たちの人格 を形成するもの と

なることを知 っていた。

何年 も問題がな く過ごしてきていたのに，

突然大 きな不幸に見舞われ，担いがたいほ ど

の重み を感 じることもあるだろっ。 しか し，

そのような苦難の中にあって も，私たちには

ふたつの確かな拠 り所がある。(1).私 た ちは

地上 に来る前からこの ような状態を予想 しな

が ら，それでも終わ りまで忠実であった時の

祝福が永遠の昇栄であることを知ってこの世

に来ることを望 んだ。(2).耐 え られないよう

な試練は決 して与え られない。

事故や病気，失意，落胆，不幸，失敗，誘

惑や災難は確かに試 しであ り，私たちはそれ

に備えなければならない。しか し，普通 に試

しとは考えずに，見落 としているこ ともある。

そのひ とつが財産である。財産 を得 ると霊的

でいることが以前 より難 しくなる。 自分の釣

り船 を持つ と安 息 日を破 りた くなるし，保養

地に別荘 を持てば自分のワー ド部で責任を果



、

たすことが難 しくなる。財産は試 しの手段で

もある。私たちは富を上手に用 いて霊性 を保

つこ とができるであろうか。

また， 自分の才能は賢明に使 っているだろ

うか。才能に恵まれ，ナイ トクラブや劇場や

舞台など，一般の末 日聖徒 としての生活が し

に くい職業に就 いた時で も，私 たちは霊性 を

保てるであろうか。才能は育み，用いなけれ

ばならない。要は，「芸術界，芸能界に入って

も堕落せずにいられるだけの強さを持ってい

るだろうか」 ということである。

時折，夫婦の間の何 とはない意見の相違や

教養の違い，優先順位 の違 いな どに乗じて，

サ タンは 「あなたは今幸せか?ほ かの人との

方が もっと幸せ になれるのではないか?人 生

で最 も大切 なのは幸福 とい うもので ばない

か?」 と疑問を投げかける。このような疑問は

あらゆる偽 りの父であるサタンか ら来るもの

である。私たちは一時的に 「幸せ」を疑 うこ

とがあった として も，何 よりもまず自分の永

遠の伴侶に誠実であるとい う試 しを乗 り越え

る決意をしなければな らない。

ご く普通の子供を持つ普通の親たちの多く

が，一緒に昇栄するという目標を見失い，様

様な状況の中で受ける霊的な試 しに失敗して

いる。一方で十代の若者たちの 自立を許 しな

が らも，他方では親が極端なしつけを強いる

ことに よって，子供や親の一方，あるいは双

方がこのような霊的な試 しに失敗している。

大切なことは，あなたは，まった くの悪条

件の中で どれだけ上手に飛べ るだろうか とい

うことである。あなたの信仰を試す様々な苦

難に遭遇す る時に，あなたはどれほ どそれに

耐え られるか といっことなのである。
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美 しい帆船オリンパス号で外国に旅立つ不
安げなヨー ロッパの聖徒たちに，ひ とり

の使徒が， この航海には苦 しいことが数 多 く

あるだろうが，無事に 目的地に上陸で きるで

あろ うと予言 した。

1851年3月 の初めのことである。当時フラ

ンス伝道部 を管理 していたジョン ・テイラー

長老は教会の仕事でた また ま英国に滞在 して

いて， リバプールか らオ リンパス号でアメリ

カに向か う友人(改 宗者や宣教師たち)を 見

送 りに来ていたのだった。 その友人たちの中

にウィ リアム ・ハウェル とい う人がいた。彼

は1年 前にフランスで福音伝道の門戸 を開 き，

今は245名 の聖徒たちを約束の地に旅立たせ

る責任 を受けていた。テイラー長老は，245名

の聖徒が無事に目的地に着けることを願い，

.次のような予言的な警告 を与えた。オリンパ

ス号は嵐に遭い，聖徒たちは悪霊や病に苦 し

め られるだろう。 しか し 「神はあらゆる危険

か ら聖徒たちを守 り，無事 に港 まで導いて下

さるであろ う」 と。

海が穏やかであれば，ニュー オー リンズま

で5週 間である。聖徒たちは希望に胸 をふ く

らませ，3月4日 にここを出航すれば4月 中

旬にはア メリカに着 き，恐ろしいコレラが大

流行す る春か ら夏 を避けて ミシシッピ川を上

ることができると考えていた。今回は1850-

51年 の移民期に行なわれた.7回 目の航海であ

り，その後は翌年の1月 まで出帆の予定はな

か った。ウィルソン船長は経験豊かな船乗 り

であ り，オ リン パス号 と乗組員，聖徒の一団，

それに60名 近い教会員ではない乗客をあずか

っていた。

テイラー長老が予言したように，船 出して

日も浅 いある夜，突如 として苦難が襲ってき

た。船室には，400名 近 い人々が， 「長 さ27メ

ー トル，幅7メ ー トルにわたって作 られた寝

台に，窮屈 そうに休 んでいた。「夜半すぎ」突

然，13歳 の男の子が興奮 して寝台か ら飛び起

き，かん高い声で何度 も何度 もある乗客の名

前 を叫んだ。その子の両親や兄や姉が静め よ

うとし.たが，むだであった。乗客のウィル ソ

ン ・ノーウァーズ兄弟 は 「この子は悪霊に取

りつかれている」 と言った。そして神権の力

によって， この悪霊は追い出された。

テイラー長老のもうひとつの予言が成就 し

たの も，それか ら間 もな'くのことだった。オ

リンパス号は恐ろしい向か い風にあおられた

巨大な波が 日夜船体めがけて打 ち寄せ てくる

恐怖のアイルラン ド海に突入 した。3週 間に

わたって，船は波の上 をもてあそばれ，多 く

の者が船酔いのために 「言いよ うのない悲惨

な思いをした。」そしてやっとのことで待ちに

待 った穏やかな 日が訪れた時，乗客たちは皆

心か らこれで航海の峠もどうにか通 り越 した

と喜んでいた。 しか し，ウィルソン船長の鍛

えぬかれた眼は，水平線のかなたに急に現わ

れた一 点の雲 を見逃 さなか った。はじめ帽子

ほどの大 きさしかなかったその雲は，みるみ

るうちに空一面に広がってきた。

船長は即刻，乗組員を甲板に集め，すべて

の帆 を降 ろす ように命 じた。彼はノーウァー

ズ兄弟 と，英国の ドーバーか ら来た20歳 の青

年大工エ ドモン ド・フラーに， 甲板に残って，

乗組員の手伝 いをしてくれるよう頼んだ。(こ

の航海の後， フラー青年はモルモンの女性 ア

デレイ ド・ジェリー と恋をし，教会員 となって，

ミズー リ州セン ト・ルイスで結婚 している)

帆は降ろされ， しば りつけられた。乗客は

皆船室に入 った。再び嵐の到来である。

オ リンパス号は ものす ごい力で揺さぶられ，

まるで 「酔っぱらいのように」よろめいた。

あま りに激 しい風のため前のマス トが折れ，

海の中に飛んで行った6数 人の者が船べ りの
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ところで折れたマス トを切 り落 とそうとして

いてすんでの ところでマ ス トと一緒に海に投

げ出されそうになった。激 しい風 と雨でメイ

ンマス トは甲板の上に裂けて落 ちた。

オ リンパス号は 自力では どうすることもで

きな くなっていた。夜になっても嵐は止 まず，

船は容赦な く吹 きつける強風に打ちつけられ，

前進することもできなくなっていた。船のあ

ちこちに亀裂ができ，そこか ら水が船内に流

れ込んできた。

嵐になって2時 間後の午後8時 頃には，水

が船倉に1.2メ ー トル もたま り， ポンプで水

をくみ出さなければならなくなった。甲板の

上ではひざよりも高 く水が流れてお り， ノー

ウァーズ兄弟 とフラー青年は海に投げ出され

ないよう体 をポンプに縛 りつけて作業を して

いた。海は相変 わらず荒れ狂っていた。オリ

ンパス号には水がたまる一方だった。

夜半になっても嵐はおさまる気配 を見せな

い。甲板の船長 をは じめ乗組員たちは絶望的

になっていた。そんな時ノーウァー ズ兄弟の

耳に，船長が二等航海士のハ ミル トンに向か

って，船内にいるモルモンのハ ウェル長老に，

「モルモンの神に
， この船 と乗客を救えるな

らば，是非救って下 さるよう願 ってほ しい」

と伝 えるよう命じている声が入 ってきた。船

長は，乗組員の必死の努力に もかかわらず，
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オ リンパス号が1時 間に30セ ンチの割合 で沈

んでお り， このままでいけば朝 には海の底に

沈んでしまうと言った。

二等航海士は， ノー ウァーズ兄弟に同行 を

求めた。ふた りは波の具合い を見計 らって，

甲板昇降 口の扉を開けて船室に下 りていった。

そして寝台の上にいたハウェル長老 に，船長

の願いを伝 えたのである。

モルモ ンの指導者は穏やかな口調 で答えた。

「ウィル ソン船長に伝 えて下 さい
。私たちは

海の底に沈む ことはあ りません。私 たちはリ

バプールからルイジアナ州のニュー オー リン

ズまで航海 してい くのです。無事にその港に

着 くはずです。神が私たちを守って下さるで

しょう。」ハ ミル トンは甲板にもど り，ウィル

ソン船長にモルモンの指導者の返事 を伝 えた。

ノーウァー ズ兄弟はずぶぬれの体 で甲板の

下の混乱の様 を見て，ただぼ う然 としていた。

船体が前後左右に揺れるたびに，置 き場所の

定まらない トランクや小荷物が，船 の一方の

側か ら他の側にごろごろと転がっていた。乗

客の中には悲鳴を上げる者，祈 る者，ただ じ

っ と嵐の鎮 まるのを待つ者など様々である。

ハウェル長老はす ぐに立ち上 がると，服装

を整え，12人 の兄弟たちを集めた。その中に

は改宗 したばか りのウィルソン ・ノー ウァー

ズ兄弟もいた。指導者は， ここに集 まった者

が順番に声を出 して， この船 を救って下 さる

よう主に祈 ることを告げた。そしてハ ウェル

長老が最後に祈 った。

「彼が祈 っている間
，私は船 の動 きに大 き

な変化があったのを感 じた」 とノーウァー ズ

兄弟は語 る。 これまで前後左右 に大 きく揺れ

ていたオ リンパス号は 「まるで厳 しい寒さに

震 えているような」小 さな揺れに変わってき

た。彼には船が沈んでい るとはどうして も思

えなかったし， そうか と言って嵐が急に鎮 ま



った とも思 えなかった。

最後に心か ら 「アー メン」 と唱えると，ハ

ウェル長老は兄弟たちに寝台にもどるように

告げた。ノーウァー ズ兄弟は，ポンプの仕事

にっ くために甲板 にもどった。するどどうだ

ろづ。「あの嵐がおさまっていたのである。信

じられないこ とだった。風は止み，波は船の

まわ りで穏やかな音 をたてていた。 しか し遠

くの方では まだ巨大な波の うね りが聞こえて

いた。」祈 りの間オ リンパス号の揺れが小 さく

なったのは， このためだったのである。

排水作業は朝まで続け られた。 そして安息、

日の朝を迎え，空は きれいに晴れわたってい

た。ウィルソン船長は，モルモンの指導者に

すが る前に自分にで きるすべての ことをした

後，神のみ手によってこの船が救われたこと

を知っていた。

船員たちが壊れたマス トを取りはずして，応

急マス トの準備 をしていると，乗客 たちが甲

板に どっと出てきた。そ して，聖徒 たち も教

会員でない人 も皆一緒になって感謝の祈 りを

捧げた。乗客はこざっぱ りとした服に着替え，

リバプールを発って初めてひげをそ り，皆晴

れ晴れとした顔 をしていた。聖徒たちはウィ

ル ソン船長の許可 を得て，安息 日の礼拝行事

を行 なった。

3月23日 の その 日，説教 を聞 き1讃 美歌を

歌った後，バプテスマ会が開かれた。3週 間

・の航海の間
，大勢の乗客が改宗 し，バプテス

マ を望んだのである。船長は甲板に大きなた

るを用意 し，ふたを取 り，その中に入 りやす

い ように短いは しごを据 えた。そして，それ

に海水 を腰の深さほ ど入れた。この時，21名

の男女がバプテスマの水に入った。その翌 日

に，改宗者たちは確認の儀式 を受けた。聖餐

式が執行 され，病人の祝福 も行なわれた。

航海中の聖徒たちの模 範的な行ないは，他

の人々に良い影響 を与 えた。その結果，午前

10時 と午後9時 の祈 り会 と定例集会には教会

員以外の入々 も参加 した。.そこでは毎回，5，

6人 の兄弟たちの短い説教が行なわれた。彼

らは，その集会が予言の力や 異言を語る力，

病 を癒す力な どのみた まの賜に満 ちたもので

あったことを証 している。彼らはまた子供 を

連れてモルモンの勉強会 に参加 したり，夕べ

の講演で長老たちの宗教以外の様々な話題に

も耳を傾けた りした。この ような聖徒たちの

努力が，大勢 の改宗者 を生んだのである。

第2回 のバ プテスマ会では，20名 の男子が

海の中でバプテスマ を受けた。船の昇降口の

ふたをロープに結 んで海面に下ろし，浮き台

を作 った。

ス ミス副会長 とほかの数人が安全ロープを

体 に巻いてその上 に立った。バプテスマを受

ける者は体に安全 ロープを巻 き，腰にがん じ

ょうなベル トをしめて，ひ とりずつなわば し

ごを伝 って台の上に下 りた。そして，儀式を

施す長老の左側に立った。長老は右手で腰の

ベル トを，左手で上着のえ り首をしっか りつ

かんだ。改宗者の手は長老の手首 をつかんで

いる。それか ら，彼を 「海中に浸 し，引き上

げた。」

こっして，4月 の末，オ リンパス号がルイ

ジアナ州ニューオー リンズに到着 し， ミズー

リ州セン トルイス行 きの蒸気船ア トランティ

ック号に乗 るまでに，50名 の乗客が改宗 して

バプテスマ を受けた。

セン トルイスで一行は分かれ，ある者はそ

こで仕事 を捜 し，ある者はアイオワ州ケネス

ビル行 きの蒸気船ステイツマンに乗 り，それ

か らまた13日 間も旅 を続けた。ケネスビルで

は150台 もの末 日聖徒の荷車が，1851年 の最

初の西部行 きのために用意 されていた。こう

して平原横断の旅に発った人々の中に，彼ら

が乗 ったステイツマ ン号の料理人 と船荷係が

いた。彼らも末 日聖徒の模範に感銘 を受け，

ユタの末 日聖徒の社会の一員 となる志 を立て

たのであった。.
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出 ノー ヴ ー
1844-47年

グ レン ・M・ レオ ナ ー ド

1840年 代 後期，イ リノイ州 ノーヴーか らグ

レー ト・ソル トレーク盆地へ 向けて，約1万

の末 日聖徒が移住 したことは，モルモン教会

史上最大の出来事のひとつである。1847年 ，

ソル トレー ク ・シティーが新 たに教会の中心

地になると，この西行の旅の一団に合衆国の

方々の地域か らの教会員ならびに ヨーロッパ

か らの数千の改宗者 たちが加 わった。彼 らは

この西部における新 しいシオンの地への集合

を願ったのである。・

1847年 に開拓者たちが未開の平原を越え，

ロッキー山中の安住の地を求めて進んだ道は，

「モルモンの道」 として知 られるようになっ

た。後にこの道をおよそ8万 の末 日聖徒が幌

馬車隊や手車隊を組んでたどることになる。

移住 も大陸横断鉄道が完成 した1869年 以 後，

容易になって きた。しかし，19世 紀末にな る

と，教会指導者はその移住 を思い とどまらせ，

それぞれ各地にとどまって教会 を建設す るこ

との必要性 を強調 し始めた。そして，世界各

地 のワー ド部，ステー キ部が新 しい 「集合の

地」になると言われた。

ジョセブ ・ス ミスはすでに1842年 か らロッ

キー山中への移住 を計画 していた。当初の計

画 では， ノーヴー をそのままにしておいて，

西部の盆地 にステーキ部を立て，やがてオ レ

ゴン州やテキサス州 にもステーキ部 を築 くつ

もりであった。 しか し自分の命が脅やかされ，

聖徒たちが苦 しめ られ るに至って， この構想

は再考 を余儀な くされた。1844年 ， 予言者が

カーセー ジの牢獄で殺 され ると，敵の中には

教会は分裂 し，教会貝 も散 り散 りになって し

まうだろうと考えた者が大勢いた。彼 らは教

会貝一 人一 人の強い証が， ジョセブ ・ス ミス

ではな く，偉大な大義の上に築かれていたこ

とを見逃 していたのである。また，ジョセブ・

ス ミスの方針 を断固.として推進する十二使徒

会会長，ブ リガム ・ヤ ングの不抜の指導力 を
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知る者 もいなか った。

そのブ リガム ・ヤ ングの大管長就任に，ま

ず異議 を唱えたのはシ ドニー ・リグ ドンであ

った。 リグ ドンは1833年 以 来大管長会の第一

副管長 として予言者 と数 多くの霊的経験 を共

に して きた。 しか し1843年10月 ， ジョセブ ・

スミスはみ業に対す るリグ ドンの怠惰 と対立

を感 じ取 り，彼の解任を望 んだ。しかし総大

会で他の人々は彼を支持 し，予言者の反対 に

もかかわらず， リグ ドンは疑惑 を残 した まま

副管長の地位に とどまった。 ジョセブ ・スミ

スの殉教後，使徒 たちは教会の指導者 を決め

るためにノーヴーに集合 した。その席で リグ

ドン副管長は自分が大管長 になるはずである

と全貝の支持 を求めた。

8月7日 ， この不実の副管長 は十二使徒会

と地元の神権指導者に自分の申 し出を述べ た。

翌 日，多数 の聖徒たちが野外集会に参加 して

討議の成 り行 きに耳 を傾けた。 リグ ドン副管

長は， ジョセブ ・ス ミスの副管長こそが継承

者であると訴えた。「ジョセブの代弁者」とな

ることを欲 したのである。ブ リガム ・ヤング

は会衆に向かって教会政体の本質を説明 し，

十二使徒会のみが新 しい大管長 を聖任する権

威 を持つ と述べ た。 それまで数年間に，十二

使徒会の働 きは教会全体の責任 まで及ぶよう

にな り，1835年 に与 えられた大管長会と同等

の権威 を十二使徒 にも授ける という神権に関

する啓示 もすでに実施されていた。(教 義 と聖

約107：23-24参 照)

ヤ ング大管長やその他の人々が説教 をし，

丸一 日に及ぶ特別大会を終えると，会衆は，

十二使徒会が大管長会の責務 を代行す ること

を支持 した。それか ら3年 後の1847年12月 ，

十二使徒会は管理定員会 を再組織 し，ブ リガ

ム ・ヤングを大管長 に，そ して ヒーバー・C・

キンボール とウイラー ド・リチャーズを副管

長に選んだ。1877年 の ブ リガム ・ヤング大管
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長の死後3年 間，およびその10年 後にジョン・

テイラー大管長が死去 してか らの約2年 間は，

十二使徒会が大管長会 と同等の機能 を果た し

たこともあった。 しか しその後は， 自分の死

後直ちに大管長会を組織するようにというウ

イルフォー ド・ウッドラフ大管長 の勧告 もあ

って，大管長 の聖任は直ちに行なわれるよう

になった。

シ ドニー ・リグ ドンは1844年8月 の大会に

おける決定 を快 く受け入れた ように思われた

が，それ も長続きはしなか った。 しば らくし

て自ら十二使徒 をしの ぐ権威 を持つ と主張し

始め， ノーヴーを去って，ペ ンシルベニア州

で 自分 の教会 を設立 した。そして，数名の不

満分子 と共に破門されたのである。

教会初期の時代に大管長の名乗 りを上げた

もうひ とりが，ジェー ムズ ・J・ ス トラング

である。改宗 してわずか4カ 月のス トラング

は，ジョセブ ・ス ミスが殉教する数週 間前に

自分を次期大管長 として聖任 した と主張 した。

彼は，予言者が書いた とい う証拠 の手紙 を所

持 していた。 しか し，十二使徒会はそれを偽

造 と断定 した。このことは以後の史料調査に

よってもはっき りと裏付け られている。しか

しス トラングは主張を譲 らず，少数の追従者

を集め， ミシガン湖の ビーバー島に入植 し，

自ら王 となった。彼は，1856年 ，部下のひと

りに暗殺されるまでその入植地 を支配 した。

また， ライマン ・ワイ ト長老 も，ブ リガム ・

ヤングの勧告に挑戦す るかのよ うに一団を引

き連れ，テキサス州 に移 り住んだ。

ヤング大管長は結局は聖徒たちをノーヴー

か ら移す ようになるこ とを知っていなが ら，

神殿が完成す るまでは とどまるように と聖徒

たちを励 ました。その甲斐 あって，続 く1年

半の間に聖徒たちの力は燃えあが り，衣食を

労働者に提供 し，時間を捧げてこの荘重な建

物の建設に貢献 した。聖徒 たちはジョセブ ・

ス ミスが約束した神殿の祝福 を得 たい と心か

38

ら願っていた。ヤング大管長 と十二使徒会は，

神殿委員会や建築技師のウィ リアム ・ウィー

クス とたびたび会合 して建築 を急 がせ た。

1845年 の 晩春，ついに笠石が置かれた。 そし

て翌年の4月 の総大会 までに完成す る予定で

あった。

ところが， この工事の最 中に，再びノー ヴ

ーを緊迫 した空気に包み込む出来事が起 こっ

た。かの殉教 を引き起 こした時の緊張が聖徒

たちの間に走った。ヤ ング大管長は聖徒 たち

に，政 治問題 には関与 しないように勧告 した。

教会に対する敵意が生 じるの を防 ぎたか った

か らである。しか し時すでに遅 く，ノーヴー

の政治勢力 と対立する人々が州議会に ノーヴ

ー憲章の撤回を求めて押 しかけていた
。この

重要問題 は長 い間の論争になり，やがて1845

年1月 の議決により， このモルモン教徒 の町

は一時無政府状態 となって しまった。そこで，

ノーヴーの責任者たちはす ぐに志願兵 を募 り，

治安 の維持 を確保 しようとした。十二使徒会

はイリノイ州のフォー ド知事 に応援 を依頼 し，

知事の指示 を受けて市内の2.5平 方 キロの区

域に町政府が設け られた。 この新 しいノーヴ

ー政府 によって
，短期間ながら安定が得 られ

たのであった。

しか し，聖徒 に敵対する人々はそれに不満

を持ち，地元の対立新聞は教会員に郡の公職

を与えるべ きではない と論 じた。これ を契機

に議論が沸騰 し，モルモン教徒の財産に対す

る破壊行為が頻発 した。反モルモン派の人々

とそれに加担する背教者たちは方々の入植地

か ら聖徒 たちをノーヴーへ追い立て， さらに

は教会全体 をイ リノイ州か ら追い出す ことを

企てた。

こ うした反対勢 力の動 きが活発になると，

十二使徒会 と50人 評議会は密かに合衆国の国
ロ

境 を越 えて脱出する計画 を立てた。ノーヴー

か ら調査隊 を送 り，アイオワ州西部の入植地

を探らせ た。また連邦政府や州政府に手紙 を



書 き，未開の土地で安寧 を得 るとい う十二使

徒会の決定 に承認 を得 た。

1845年9月 ，モルモンの敵対者はノーヴー

市周辺 に散在するモルモンの小 さな集落に焼

き打ちをかけ始 めた。まった く無防備の状況

で丸太小屋 に放 火された聖徒たちは， その地

を逃れざるを得 なかった。暴徒 は200軒 を越

える家や農場，工場， それに干 し草置場 を焼

き払った。好意的な保安官ジェイコブ ・バ ッ

ケンス トスの懸命 な抑制 も効果はなか った。

ウイルフォード ・ウッドラフは自

分の日記にこう記 している。 「私

たちは広大な沃：：Lの谷を驚嘆の思

いで眺めた。ヤング大管長はこの

盆地を見て，ここを聖徒たちの安

住の地とすることに心からの満足

を覚え，旅は十分に報われたと感

じた。」

そして後年ウッドラフ長老は自分

の幌馬車の上からふたりで盆地を

眺め，ヤング長老が 「まさにこの

地だ。行こう」と語ったことを切

々と語っている。

ヤング大管長は郊外 を逃れてノーヴーへ疎開

するように聖徒たちに勧めた。彼は報復 を禁

じる傍 ら，同情的な住民に，財産権を踏みに

じる暴徒 の非道：さを見て聖徒たちを支持する

側に立ってほ しいと訴えた。

その年 の秋か ら初冬にかけて， ノーヴーの

鍛治屋は翌春の出ノーヴーで使 う幌馬車作 り

に精 を出 した。1845年10月 の総大会では，聖

徒たちに移住の支度に関する指示が出された。

十二使徒会は地図 と西部探索の報告 を調べ，

また両方の旅行者に助言を求めた。出発の 日

が迫 って くると，安全な新 しい町の候補地を

ワサ ッチ山脈の肥沃な盆地に定めた。

1846年2月4日 ，ブルックリン号がニュー

ヨー ク港か らサ ンフランシスコ港に向け，5

カ月の航海に出帆 した。乗客は合衆国東部か

ら集 まった238人 の末 日聖徒であった。サ ミ

ュエル ・ブラナ ンの指揮の下に，当時ユタ州

も含 まれていた 「カ リフォルニア州北部」の

メキシコ領土め ざす移民団の一部であった。

時 を同じくして，ノーヴーか ら，避難民がは

しけで冷たい ミズー リ川を渡 り，起伏の多い

アイオワの平原へ向けて幌馬車の旅に出発 し

た。イ リノイ州の聖徒 たちは出発 を3月 ある

いは4月 以降に予定 していたが，教会指導者

に対す る脅迫や暴徒蜂起g)噂 があちこちで立

って きたために，出発を繰 り上 げたのである。

5月 中旬までに，1万2千 人近 くの聖徒が川

を越えた。 その中には2月 の氷の張 りつめた

ミシシッピー川を渡 った者 もいた。こうして

近代 におけるイスラエルの脱出劇の幕は切 っ

てお とされたのである。

移住が始 まっ摩後 も， ノーヴー神殿の建築

は続けられた。七十人評議員会の先任会長で

あったジョセブ ・ヤ ング長老があとに残って，

後方か らの移住の支援 と神殿の献堂を終える

業に就いた。十二使徒会は1845年 の暮れには

神殿の一部 を献堂 し，すでに6千 人近 くのふ

さわ しい教会貝にエンダウメントを施 していた。
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4月 下 旬に建物の仕.上げが終 わる と，ウイ

ルフォー ド・ウ ッドラフ， オルソン ・ハイ ド，

ジョセブ ・ヤングの各長老 たちによって献堂

式が行なわれた。しかしその後直ちに建物 を

放棄する計画が練 られた。けれ ども，神殿 を

他の宗教団体に売却するという計画 も実現 し

ないまま，1848年 ，放火 と思われ る火事で木

造部分が焼け，その2年 後 に暴風で石灰岩 の

壁が崩れ落 ちた。聖徒 たちが この美 しい市 を

見捨てることにして，最後の一団が市 を出た

のは，暴徒の襲撃によって病人やか弱い者た

ちまでも追 い出された1846年9月 の ことであ

った。

1846年 ， 移住者たちは続々とアイオワ州 を

横切 った。旅の衣食を蓄 えていた者は多かつ

たが，そ うでない者は ミズー リ州セ ン トルイ

スや北部で仮の仕事につき，木 を伐 った り，

棚 を造 った り，農家の手伝いをした りして必

要な蓄 えをした。ブ リガム ・ヤ ングは移民団

を西部の旅の慣例にならって軍隊式に編成 し

た。各部隊は約50家 族から成 り，時にはそれ

をさらに10家 族ずつ に分け，それぞれに隊長

を置いた。各隊長が行進か ら規律の監督， 日

用品の分配，見張 りや家畜番の統率 まですべ

てを指揮 した。

1846年 の春は気候 も寒 く雨が 多くて，道は

ぬかった。聖徒 たちは来る日も来る 日も，一

路 ミズー リ川をめ ざしてアイオワ州の南部 を

エ コー キ ャニ オ ン を通 って ソル トレー ク盆 地 に入 っ た幌 馬車 隊 の 一 団 。

(写 真 撮 影 ， チ ャー ル ズ ・W・ カ ー ター ，1867)
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進んだ。そして定期的にキャンプを張っては

休 み，新 しい隊を組織 した。アイオワ州 のガ

ーデ ングローブ とマウン トピスガの近 くでは

農地 を開墾 し，後続の移住者たちのために小

麦や その他の穀物 を植 えた。 この歴 史に残 る

アイオワ州の道 を旅 している最 中に，ウィリア

ム ・クレイ トンは英国で子供時代か ら聞き慣

れていた古 い調べにのせて 「恐れず来たれ聖

徒」(讃 美歌23番)の 歌詞 を書いた。妻デ ィア

ンサ 出産 の報 を受け，母子共に健在 であ るこ

とを聞いて喜びの声 をあげ，「恐れず来たれ聖

徒， ……無益な憂いは払いて努 めよ， されば

喜ばん，すべてはよし」と書き綴 ったのである。

ブ リガム ・ヤングの一行 は6月 の半ばに ミ

ズー リ川へ到着 した。ブ リガム ・ヤ ング長老

は400名.ほ どの男子からなる選 り抜 きの先行

隊 を組織 し，山を越えてその年の うちにグレー

トベ ースンに秋 まき小麦 を播かせ たい と考え

た。.十二使徒会は西へのルー ト，物資， さら

にはインデ ィアン との問題など， いろいろな

情報の収集を行なった。そしてインディアン

の仲介人 とミズー リ川一帯の情勢について話

し合 い， カウンシル ・ブラフスのインデ ィア

ン所有地 に残留者のための一時的な入植地 を

借 りる許可 を得た。幌馬車の渡 しが始ま り，

人々は材木 を得 るために，近 くのインデ ィア

ンの製材所に丸木 を運んだ。渡河を容易にす

るために，山の手か ら河原まで簡単な道がつ

けられた。

この川の酉岸に，聖徒 たちはウインター ・

クォー ター ズと呼ばれる野営地 を建設 した。

現在のネブラスカ州 オマハにあたる所である。

そ して川の東岸，後にケインズビル と呼 ばれ，

現在 アイオワ州 カウンシル ・ブラフス、として

知 られている一帯に も無数のテン トが立てら

れた。

しか し野営地の建 設が遅れて冬が迫 ってい

たこ：ともあって，旅 は春 まで延期 されるこ と

になった。

そ.うしたある日，は しけで幌馬車 を渡 して

いた最中に，東部か らの使いが歴史的な知 ら

せ を持ってや ってきた。聖徒たちは，ミズー

リを追われて以来，教会の代表者はワシント

ンの連邦政府の援助 を求めていたが，それま

でモルモン教徒の問題は地方の問題であ り，

連邦政府の関与すべ きことではない とい う返

事 しか もらえなかった。 ところが，メキシコ

との戦争が起 こり， それが国境論争や西部の

広大な領土問題にまで発展す ると，問題の地

域ヘ アメリカ軍を派遣す るこ とが必要 となっ

たのであ る。

ワシン トンD.C.に いた教 会 のスポー クス

マ ンであったジェームズ ・C・ リトル長老は，

物資 を軍へ運搬す る契約か， オレゴンの道 を

通 って くる移民団 をインデ ィアンの襲撃か ら

守 るための砦 を築 く契約 を結ぼ うと働 きかけ

ていた。そ してモルモン教徒 の移民.を助ける

資金を得 ようとしたのである。ところが何 と，

連邦政府から，500人 の モルモンの義勇兵 を

西部陸軍に派遣す るようにとの要請がきた。

この計画に従 って，モルモン大隊はニューメ

キシコ州のサ ンタフェまで行軍 し，スチーブ

ン ・W・ カーニー大佐の支配下に入 りカ リフ

ォルニア遠征 に加 わることとなるのである。

ヤ ング大管長はこの要請に積極的に応 え，

兵 を募った。聖徒 たちの中には，それが貴重

な男手を奪い，家族 を困らせ る政府の策略だ

と考える者 もいた。 しか し結局， 自分たちが

軍隊に加 わることが聖徒たちの移住を助ける

ことになると説得 された，モルモン大隊に支

払われる賃金 で西部へ移住す る家族が助けら

れ，兵隊も1年 の兵役が済めばカ リフォルニ

アで銃 と衣服 を貰い受けて解かれるようにな

っていた。

ブ リガム ・ヤ ング長老 と十二使徒会の勧め

に よって，500名 を上 回る義勇兵が集 まった。

そして7月20日 ，大隊は.モルモン教徒でない

職業軍人のジェニムズ ξア レン大尉に率 いら
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れてカウンシル ・ブラフス.を出発 した。のち

に指揮官はサ ンタフェでフィリップ ・セン ト

ジョージ 占.クック大尉に変わっている。その

他の上官は教会の指導者が選んだ末 日聖徒 で

あった。ヤ ング長老は兵たちに，教会の教 え

に忠実であれば戦闘に参加 しな くてすむ と約

束し， この約束は文字通 り成就 した。大隊が

翌年の1月 にカ リフォルニア州のサ ンジェゴ

に着 く前に，すでに他の軍隊がカ リフォルニ

ア北部 を制圧 したからである。モルモン大隊

の戦闘 といえば，ただ一度， リオグランデ川

下流の砂地 を越えていた時に歩兵を襲って き

た野牛の群れ との接触のみである。

徴兵に進んで応 じたことで， 当時の政府に

対す るモルモン教徒の忠誠が立証 された。さ

らに3，200キ ロ以上に及ぶ大行軍は史上最長

であ り，聖徒 たちが付 けた道 しるべは幌馬車

隊の通る道 とな り，やがては大陸横断鉄道 と

なったのである。

しか し合衆国陸軍に加わってカ リフォルニ

アへ向かった聖徒 たちの全員が， この厳 しい

行軍に耐え抜いたわけではなか った。数名が

途中で死亡 し，病気 にかか り，行軍に耐 えら

れな くなった150名 ほ どの聖徒は大隊を離れ

コロラ..ド州 のプエブロで冬 を越 した。そこで

聖徒 たちと兵士 たちの洗濯 を手伝 うために同

行 していた女性 の大半は，1847年 早 々 とワイ

オ ミング州ララミー砦に向けて北上 し，ブ リ

ガム ・ヤ ングの開拓者の一 団と共にソル トレ

ーク盆地へ入っだ。同 じくコロラ ドで冬 を越

していた ミシシッピーか らの聖徒たちも共に，

この新 しいモルモンの故郷に第一歩 を記 した

のであった。

ミズー リ川岸に建て られた町ネブ ラスカ州

ウインタークオーターズは，丸太小屋 と丘に

掘った横穴住居 ばか りの小 さな町であった。

1846年 の クリスマスまでにそのような仮設の

住居が700余 りも立ち，そこで越冬 した人は

3500人 に ものぼった。十二使徒会は冬の問に
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1845年 の暮 れ， 聖 徒 の 西部 への 移 住

が決 まる と， ブ リガ ム ・ヤ ング長 老 は，

サ ミュ エル ・ブ ラナ ンに ，合 衆 国 東 部

の聖 徒 た ち を集 め て， 船 で サ ンフ ラ ン

シ ス コに向 けて発 つ よう に命 じた 。明

けて 【846年の2月4日 ， 男 性70名 ， 女

性68名 ， 子 供100名 を乗 せ ， ニ ュー ヨ

ー ク港 を出帆 した ブ ル ッ ク リン号 は，

約5カ 月 間 の航 海 を終 え て無 事 サ ンフ

ラ ン シス コ湾 に到 着 した。1846年7月

29日 の こ とで あ る。(さ し絵 ，ア ー ノル

ド・フ ラ イバ ー グ画 「ブ ル ック リン号 」)
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ステーキ部の急増 に見 る

教会の発展

先頃,1,000番 目のステーキ部が組織 され

た。 これ までの発展の推移 をた どってい くと,

数 多 くの画期的な出来事がそζに横 たやつて

いることがわかる。

これら1,000の ス テーキ部は,合 衆国全土

と世 界中の40力 国の国々にまたがっている。

その内訳は,最 高が合衆国の761ス テ.ニキ部,

次いでメキシコの51,カ ナ ダの21と なってい

る。

大陸別に見る と,北 アメ リカが782で 最 も

多 く,続 いて(メ キシコを含む).中 央アメリ

カの61,南 ア メ リカ52,南 太平洋地域37,ア

イルラン ド,イ ギリス30,.ヨ ー ロッパ大陸22,

ア ジア14,ア フ リカ2で ある。

1895年,ス テーキ部は34に 達 していたが,

この年に合衆国外に初めてステー キ部が組織

された。.6月9日 にカナダのアルバー タ･ス

テー キ部,そ して12月9日 にはメキシコにフ

アレス･ス テーキ部が組織された。

その後 も合衆国内には数 多 くのステーキ部

が組織された。 しか し,ア メ リカ大陸以外の

地にステーキ部が組織 されたのは,63年 後 の

1958年5月18日,ニ ュージーラン ドのオー ク

ラン ド･ス テーキ部まで待 たなければならな

かった。 しか し1960年 代 になる と,各 国にス

テーキ部が次々 と組織 され,1960年 だ けで も

10の ステー キ部が組織 されている。オース ト

ラ リア初のステーキ部,シ ドニー･ス テーキ

部,英 国初のステー キ部,マ ンチェスター･

ステー キ部が組織されたの もこの年であった。

翌年,ド イツに も最初のステー キ部がベル

リンに,そ して矢継 ぎ早にシュツッ.トガル ト,

ハ ンブルグにステLキ 部が組織された。その

ほか,1960年 代 に初めて国内にステーキ部が

組織 された国々は,ス コ.ットラン ド(1962年),

ブ ラ ジル(1966年),グ アテマラ とウル グアイ

(1967年),ト ンガ(1968年),サ モア(1969

44

年) .な どである。1

また1970年 には,日 本,ペ ルー,南 アフ リ

カに最初のステ〒キ部が組織 された。 さらに

1972年 に タヒチとチ リに,1973年 に フィリピ

ンとエルサルバ ドルに,1974年 にアルゼ.ンチ

ン,ア イル ラン ド,デ ンマー クに,そ して
11975年 にはウ

ェールズ,ス ウェーデ ン,フ ラ

ンスの国々に最:初のステー キ部が組織された。

そのような中で,メ キシコシティー地域 で

爆発的な勢いでステー キ部が誕生し始めたの

が1975年 の11月 であった。それ まで5つ しか

なか ったステーキ部に加 えて,メ キシコシテ

ー伝道部の中か ら新 たに15の ステーキ部が誕

生 したのである。

台湾,香 港に初めてステーキ部が組織され

たのは1976年 で ある。明けて1977年 には,コ

スタ リカ,コ ロンビア,ベ ルギー,ホ ンジュ

ラス,ノ ルウェー,ベ ネズエラ,フ ィンラン

ドの7力 国に初めてステーキ部が組織 された。

1978年 に は,エ クア ドル･グ アヤキル･ス

テーキ部,ま た北アメリカのフランス語地区

に初めて,ケ ベ ック･モ ン トリオール･ス テ

ーキ部が組織された
。

こうして1979年2月18臥 イ リノイ州の ノ

ーヴーに1
,000番 目のステーキ部が組織 され

るに至 ったのである。

日本におけるステー キ部 も著 しい発展 を見

せ ている。1970年3月,日 本で初.めて組織さ

れた日本東 京ス テ.一キ部 は,1974年 に横浜

ステーキ部 に分割 され,さ らに1977年 に は

東京北 ステーキ部に分割されている。また東

京に日本初 のステーキ部が組織 された2年 後

の1972年 には,大.阪 ステー キ部が誕生 し,

この大阪ステーキ･部も1977年 の10月 に は大

阪北ステー キ部 と分割されている。そして,

1978年 に は名古屋 と札幌にステーキ部が誕生

し,先 頃1979年4月 には,日 本で8番 目のス

ー
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モルモン･タ ハナ クル合唱団か 日本で公演

す る!こ のニ ュー スを耳に し,私 は期待 で

胸 をふ くらませています。第二次世界大戦 も

終わ り,敗 戦のわひしい 日本に福音の光か も

たらされ,若 い宣教師か 日本て伝道 を始めた

時,讃 美歌 を抜粋 した小冊子の讃美歌集が集

会て使われていました。その本の表紙に見慣

れないデサインか載っていました。それか世

界に誇るソル トレー ク･タ バナ クルの大パイ

プオルガンであることを知 ったのか,1949年

の ことでした。その頃は毎週 日曜 日の朝,進

駐軍向けラジオ放送て,こ の コー ラスか放送

されていました。けれども当時私たちは,そ

の美 しい合唱 をしかに聴けるよ うにな るとは,

夢 に も思いませんて した。

それか ら20年 後の1969年,日 本沖縄伝道部

の扶助協会会長 を務めていた時に,ソ ル トレ

ー クの扶助協会 中央管理会から扶助協会の年

次総大会に出席するように とお手紙 をいただ

きました。 当時の伝道部長は岡崎伝道部長 て

した。岡崎夫妻のすすめかあ りましたので,

46

個 人て行 くのは大変てしたか,そ れても思い

切 って出席させ ていたた くことに しました。

そ して扶助協会の大会に出席 し,会 長のスパ

ソフォー ド姉妹 にお 目にかか りました。その

週は教会の総大会か開かれていましたのて,

総 大会 にも出席 しました。 また岡崎伝道部長

か以前所属 していたステーキ部の扶助協会会長

てあるシェイ姉妹のお宅 を紹介 され,そ こに泊

めていたたきました。岡崎伝道部長 とこのシ

ェイ姉妹の特別な配慮によ り,私 か 日本の讃

美歌の翻訳者てあると紹介されていましたの

て,総 大会の 日曜 日の朝早 くひ とりのタバナ

クル合唱団の団員か シェイ姉妹の家に私 を迎

えに来て下 さいました。この姉妹は｢ヴ ァー

ジニア｣と 紹介 され,私 は｢と しこ｣と 紹介

されました。シェイ御夫妻 は自宅にいてテ レ

ビで大会 を見るからということて,私 はヴァ

ージニアと共に タハナクルに出かけ
,7時 半

にそこに着 きました。･そしてタバナクル合唱

団のソプラノの一番後 ろの席(一 番上の席)

に案内され ました。 その 時,6,7枚 の 楽譜
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新伝道部長召さる!.

3年 間の任期 を終えられた5人 の伝道部長(鈴 木正三兄弟,ハ リソン･T･

プ ライス兄弟,田 中健治兄弟,ウ ィ リアム･H･名 幸兄弟,山 田五郎兄弟)

に代わって,新 たに以下の兄弟たちが7月1日 付をもって召 され ました。

これまで伝道部長を務 められた兄弟ならびにその ご家族に心 より感謝する

とともに,新 伝道部長な らびにそのご家族の上に神様の導 きと祝福があ りま

すよう心 よりお祈 りいた します。

堀田徹,幸 子伝道部長御夫妻
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これ まで教会教育部地域担当部長の責任 を果た していた堀

田伝道部長がこの教会に改宗 したのは,1964年4月12日 で あ

った。

堀 田兄弟は静岡大学工学部 を卒業,教 会では日曜学校会長,

支部書記,副 支部長,地 方部評議貝などを歴任。

堀 田姉妹はインスティテユー ト家庭学習 コース教師,扶 助

協会の教師,会 長,地 方部扶助協会副会長などの責任 を果た

している。

任地は 日本札幌伝道部 。

マ イ ケ ル･A･ロ バ ー ッ,1

ク リ ス チ ー ン･A･ロ バ ー ツ伝 道 部 長 御 夫 妻 ら

新 しく召された伝道部長の中で一番若い(28歳)ロ バーツ

伝道部長は,1969-71年 の間,日 本東伝道部で宣教師 として

働 き,今 回は 日本におけ る2度 目の伝道活動である。

ロバーツ伝道部長はオークラン ド大学で学士 ,修 士号 を取

得 し,こ れまでオー クラン ド小学校の教師 として勤務す る傍

ら,ニ ュージーラン ドのオー クラン ド･ハ ーバーステーキ部

の高等評議員兼若い男性会長の責任にあった。

クリスチー ン姉妹は,こ れまでセ ミナ リー教師,初 等協会

教師,扶 助協会副会長,初 等協会会長,ス テーキ部初等協会

管理会員などを歴任。ふた りの子供がいる。

任地は 日本東京北伝道部。
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